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午前９時３０分開会 

○委員長（髙木法生君） おはようございます。只今より決算審査特別委員会を開会

いたします。委員の皆さんをはじめ、執行部の皆様には、円滑な委員会運営にご協

力をいただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

また、秋山議長、村上副議長、馬屋原監査委員には、オブザーバーとしてご協力

をお願いを申し上げます。 

それでは、先の本会議におきまして、本委員会に付託されました議案８件につき

まして、審査いたしたいと思います。 

なお、審査の日程でございますが、本日は美祢市一般会計、１０月１日に全特別

会計、１０月２日を予備日とし、２日間で、会計ごとに審査を進めてまいりたいと

思います。 

また、一般会計決算、特別会計決算の説明・質疑がすべて終了した後、村田市長

に出席を願い、総括審議を行います。 

なお、本日の審査の進め方ですが、一般会計の決算の説明にあたっては、歳出の

款ごとの審査といたしますが、款によっては所管部局が多数となるため、それぞれ

の部局からの説明をよろしくお願いいたします。 

それでは、これより審査を始めます。議案第１０号平成２３年度美祢市一般会計

決算の認定についてを議題といたします。 

なお、決算の説明にあたっては、歳入では、収入未済額の大きなもの、歳出では

主要事業、未執行の事業及び不用額の大きなものについて、ご説明をいただきたい

と思います。 

それでは最初に執行部より、一般会計の総括的な説明を求めます。はい、奥田総

務部次長。 

○総務部次長（奥田源良君） それでは、議案第１０号平成２３年度美祢市一般会計

決算につきまして、ご説明をいたします。 

  お手元に配布してございます平成２３年度主要施策成果報告書をご準備いただき

たいと思います。こちらにより概略を説明させていただきます。 

  まず、成果報告書の２ページのほうをご覧いただきたいと思います。このページ

の表は、財政規模及び財政収支の状況を表示したものでございます。 

  平成２３年度一般会計の決算規模でございますが、歳入総額はＡ欄になります

が、１９２億８，９７７万３，０００円で、昨年度の１９２億５，０８８万５，０
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００円に対しまして、３，８８８万８，０００円、率にいたしますと０．２％の増

となったところございます。 

  次に、歳出の総額でございます。Ｂ欄でございますが、１８２億１，７９５万

２，０００円で、前年度の１８０億１，８３１万３，０００円に比べまして、１億

９，９６３万９，０００円、率にいたしますと１．１％の増となったところでござ

います。 

  この結果、形式収支であります歳入歳出差引額はＣ欄でございますが、１０億

７，１８２万１，０００円となりましたが、この中には、６月議会でご報告いたし

ましたとおり、道路改良や小中学校の耐震化事業など繰越明許費として翌年度へ繰

り越すべき財源が、２億４，５９６万９，０００円を含んでおりますことから、こ

れを差し引きました平成２３年度の実質収支は、その下になりますが、８億２，５

８５万２，０００円となったところでございます。 

  また、今年度の収入には前年度の実質収支の繰越金が引き継がれておりますこと

から、前年度の実質収支額６億５，１３０万４，０００円を差し引きました平成２

３年度の単年度収支につきましては、１億７，４５４万８，０００円のプラスとな

ったところでございます。 

  次に、この単年度収支には基金の積立や取り崩しなど、赤字要素と黒字要素が含

まれておりますことから、これらを控除したものが、実質単年度収支となります。 

  平成２３年度は基金への積立を３億２，０４８万５，０００円しておりまして、

取り崩し額はございませんので、一番下の実質単年度収支につきましては、４億

９，５０３万３，０００円のプラスとなったところでございます。 

  なお、ここで言います基金の積立金とは財政調整基金のみを指すものでございま

す。以上が平成２３年度の決算におきます財政規模及び決算収支の状況でございま

す。 

  それでは、決算の内容につきましてご説明いたしますが、最初に歳出の状況につ

いてご説明申し上げます。報告書は１０ページのほうをご覧いただきたいと思いま

す。 

  このページの表は、目的別の歳出内訳でございますが、最下段の合計額は、平成

２３年度の最終予算額は、１９４億３９８万６，０００円となったところでござい

ます。 

  平成２３年度の当初予算額、ここに記載はございませんが、１６５億９，６００
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万円でございましたことから、約２８億８００万円程度増えております。 

  これは、２年連続で見舞われた豪雨災害の災害復旧事業や国の臨時交付金事業な

ど平成２２年度からの繰越明許費が約１９億３，２００万円あったことや、２３年

度は１２回の補正予算がありましたが、この補正予算が加わったものでございま

す。 

  この予算額に対しまして、歳出決算額は１８２億１，７９５万２，０００円とな

り、９３．９％の執行率となっております。 

  なお、平成２４年度への繰越明許費が、先程申しましたとおり、２億４，５９６

万９，０００円ありましたことから、予算額からこの繰越明許額を控除した執行率

は、９５．１％となったところでございます。 

  また、歳出決算額を前年度と比較いたしますと、冒頭に申し上げましたとおり、

１億９，９６３万９，０００円、１．１％の増となっております。 

  この要因は、２年連続した豪雨災害に見舞われたことにより、財源が必要となる

ことから、基金への積立を控えておりましたが、災害復旧事業に一定の目処がたっ

たことにより、平成２３年度は積立を行ったこと、あるいは他会計への繰出金が増

加したこと、あるいは老人福祉施設整備補助金などがあったことによるものでござ

います。 

  目的別の決算額で構成比の大きい順に申しますと、民生費が４０億２，９６５万

７，０００円で構成比２２．１％、総務費が３０億２，２０３万２，０００円で１

６．６％、公債費が２１億８，７２９万６，０００円で１２％、衛生費が１９億

７，３０８万９，０００円で１０．８％、災害復旧費が１９億３，３１８万１，０

００円で１０．６％などとなってございます。 

  次に、主な増減について、費目の順番にご説明させていただきます。 

  まず、議会でございます。決算額２億３，８６６万４，０００円、前年度比６，

３６４万円、３６．４％の増となってございます。 

  これは主に、地方議会議員年金制度が廃止されたことに伴い、廃止後の給付に伴

う負担を地方公共団体、自治体が負担することとなったことによるものでありま

す。 

  総務費は、決算額３０億２，２０３万２，０００円、前年度対比４億５５８万

１，０００円、１５．５％の増でございます。 

職員の人件費が減ったこと、平成２２年度に施行されました参議院議員選挙や旧
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保健所施設の購入事業がなくたったことによる減となる要因がございますが、財政

調整基金などの積立を７億２，０００万円行ったことにより、大きく増加してござ

います。 

  民生費では、決算額４０億２，９６５万７，０００円、前年度比１億１，３１９

万５，０００円、２．９％の増でございます。 

こちらの増加理由は、秋芳地区の小規模特別養護老人ホームの整備補助金が増加

したこと、介護保険事業会計、後期高齢者医療事業特別会計繰出金が増加したこ

と、また、障害者自立支援扶助費、子ども手当の増などから、全体では掲載してご

ざいますとおり増となっております。 

  介護保険繰出金は、制度改正等による電算システム改修費が増加したもの、後期

高齢医療につきましては、給付費の増によるものでございます。 

  衛生費では、決算額１９億７，３０８万９，０００円、前年度対比１億１，５１

９万円、６．２％の増となっております。 

  こちらは、他会計への繰出金の増加の要因でありまして、水道事業会計、病院等

事業会計への繰出金が増加したものでございます。 

  水道事業会計につきましては、公債費の増、病院等事業会計につきましては、基

礎年金拠出金の公的負担金の増によるものでございます。 

次に、農林費でございます。決算額１０億１，１４０万１，０００円、前年度対

比５，４３１万円、５．７％の増でございます。 

主な増加理由でございますが、農業費でやまぐち集落営農生産拡大補助金の増、

農業集落排水事業会計繰出金が路面補修工事や公債費が増加したことによる増、林

業費では、独立行政法人森林総合研究所の分収林事業と小規模治山事業が増加した

ことによるものでございます。 

  次に商工費でございます。決算額２億６，０４８万３，０００円、対前年度比

２，４８１万３，０００円、１０．５％の増となっております。 

  これは、緊急雇用事業を活用した観光地景観整備事業や美祢まるごと館運営事  

業、美祢市魅力再発見事業に取り組んだことによる増でございます。 

  次は、土木費でございます。決算額１４億４，２４０万３，０００円、前年度に

比べ１，２５６万５，０００円、０．９％の増となっております。 

増加の理由は、地籍調査費や道路橋梁費などの事業量の変動によりまして、若干

減となっておりますが、公共下水道事業繰出金が約５，５００万円増加してござい
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ます。これが主な原因でございます。要因は公債費の増でございます。 

  消防費は、決算額５億６，７９３万２，０００円、対前年度比４，８６１万２，

０００円、９．４％の増となっております。 

増加の主なものは、東日本大震災で現地の消防団員が消防活動中に被災・殉職さ

れたことなどから、消防団員補償等組合負担金が約２，３００万円増加したこと、

及び消防自動車１台の購入や防火水槽を２基設置したことなどにより増となってご

ざいます。 

  次は教育費でございます。決算額１４億９，８３８万１，０００円、対前年度比

６億１，４０５万１，０００円、２９．１％と大きく減少してございます。 

  これは、平成２２年度に市内四つの中学校で校舎や体育館の耐震化事業を行った

こと、また、河原コミュニティセンターの建設事業があったことにより決算額が膨

らんでいたもので、２３年度は、これらの事業が終了したことによる減でございま

す。 

次は、災害復旧費でございます。決算額１９億３，３１８万１，０００円、前年

度比は９，５８３万８，０００円で、率で５．２％の増となってございます。冒頭

でも少し触れましたが、繰越明許分と現年度分により増となってございます。 

  次の公債費は、決算額２１億８，７２９万６，０００円、１億１，９８０万１，

０００円、５．２％の減でございます。起債の償還ピークが過ぎたことによるもの

でございます。 

続きまして、性質別歳出決算につきまして説明をいたします。報告書の１１ペー

ジの表をご覧いただきたいと思います。 

  まず、消費的経費でございますが、決算額が１０３億２，９７１万７，０００円

で、構成比５６．７％、前年度比較は７，７０３万４，０００円、０．８％の増と

なっております。 

  次の、投資的経費は、３４億１万円、構成比１８．７％、対前年度比較は４億

４，２７４万５，０００円、１１．５％の減となっております。 

  公債費は、２１億８，７２９万６，０００円、構成比１２．０％、対前年度比較

１億１，９８０万１，０００円、５．２％の減でございます。 

  その他につきましては、決算額２３億９２万９，０００円、構成比１２．６％、

前年度比較は６億８，９２１万１，０００円、４２．４％の増となってございま

す。 
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では、個別の内容につきまして主なものをご説明をいたします。 

  まず、人件費でございます。決算額３４億５，１９０万２，０００円、前年度比

較は１億７，１４８万８，０００円、４．７％の減となっております。 

  退職者の減による退職手当の減、また、職員数が６名減ったとことによるもので

ございます。 

  物件費は、決算額１９億８，７２３万９，０００円、前年度比１，４６５万８，

０００円、０．７％の減でございます。減となった理由は、合併前からの電算シス

テムの使用料が落ちたことと、平成２２年度に学校備品を整備する事業がございま

したが、これが終了したことなどによるものでございます。 

  次は、維持修繕費でございます。決算額１億１，４３６万４，０００円、前年度

比１，６０４万１，０００円、１６．３％の増となってございます。 

  これは、主にカルストクリーンセンターや衛生センター、あるいは学校施設など

の維持修繕費の増によるものでございます。 

  扶助費は、決算額１９億３，６７２万７，０００円、前年度比２，７５６万８，

０００円で１．４％の減でございます。 

平成２２年度に災害扶助費６，０００万円程度ございましたが、この減少による

減でございます。 

  次は、補助費等でございまして、決算額２８億３，９４８万５，０００円、前年

度より２億７，４７０万７，０００円、１０．７％の増となってございます。 

  これは、主に水道事業や病院等事業への繰出金の増によるものでございます。 

法適用の企業会計への繰出金につきましては、報告書の１４ページにも記載してご

ざいますので、後ほどお目通しをお願いをしたいと思います。 

  次は、普通建設事業費が、決算額１４億３，５５１万５，０００円、対前年度比

５億６，６４４万４，０００円、２８．３％の減となっております。 

  これは、先程、少しご説明を申し上げましたが、平成２２年度に中学校の施設を

整備した事業の事業費が、約７億５，０００万円程度ございましたが、この事業が

終了したことによる影響が大きく現れてございます。 

  恐れ入りますが、１５ページのほうをお開き願いたいと思います。 

  こちらのページの表は、目的別の普通建設事業費を掲載してございます。順番に

概略を申し上げますと、総務費が増加しておりますのは、国の臨時交付金を活用し

たサインシステムや市民会館の整備事業を行ったことでございます。民生費は、秋
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吉地区の小規模特別養護老人ホームの整備補助金によるもの、衛生費の減は、平成

２２年度に地球温暖化防止事業を実施したこと、農林費では、独立行政法人森林総

合研究所の支援による造林事業を行ったことや小規模治山事業が増加したことなど

によるものでございます。 

  土木費では、平成２２年度に綾木地区の温湯団地を購入したことによること、ま

た、消防費も平成２２年度に救助工作車を購入したことによる減でございます。 

  教育費は、冒頭申し上げましたとおり、平成２２年度に実施した中学校の整備事

業費の減によるものでございます。 

  以上が、目的別の普通建設事業の概略でございます。恐れ入りますが、１１ペー

ジのほうへまたお戻りいただきたいと思います。 

  先程の続きでございます。災害復旧事業費でございます。決算額１９億６，４４

９万５，０００円、対前年度比１億２，３６９万９，０００円、６．７％の増とな

ってございます。繰越明許によるものと現年発生分の決算額となりますが、これに

より増加をしてございます。 

  公債費につきましては、償還ピークを過ぎたことによるものでございます。 

  次に、その他の欄でございますが、積立金でございます。決算額７億２，４６９

万２，０００円、対前年度比６億６，９２１万１，０００円、１，２０６．２％と

大きく増加してございます。 

  これは、２箇年連続で発生した災害復旧事業のため、抑制しておりました積立を

開始したことによるものでございます。基金の内訳につきましては、また後ほどほ

ご説明をさせていただきます。 

  その下の投資及び出資金でございます。決算額の６，８９０万円は、水道事業会

計及び病院等事業会計への出資金でございますが、増額となった３，８９０万円

は、水道事業会計が行った建設改良事業に係る出資金でございます。 

  次の貸付金では、決算額２，９５４万６，０００円でございます。昨年度比較１

６６万３，０００円、５．３％の減となってございます。 

  これは、平成２２年度に災害救助費の貸付金の決算額が１５０万円ございました

が、平成２３年度は、この額が大幅に減少したものでございます。 

  次は、操出金でございます。決算額１４億７，７７９万１，０００円、前年度比

２，１２９万７，０００円、１．４％の減でございます。後期高齢者医療事業特別

会計への繰出金が約４，８００万円増加、簡易水道事業特別会計が企業会計に統合
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されたことにより、前年度の繰出金９，１２９万２，０００円が皆減となったこと

によりまして、減少してございます。 

  なお、繰出金の内訳につきましては、１８ページに一覧表にしてございますの

で、また、ご覧いただきたいと思います。以上が、歳出の説明でございます。 

  続きまして、歳入につきましてご説明をさせていただきます。報告書の３ページ

までお戻りをいただきたいと思います。 

  こちらのページの歳入内訳の表でご説明をさせていただきます。 

平成２３年度の歳入決算額は、表の最下段の合計になりますが、１９２億８，９

７７万３，０００円となり、対前年度比較で０．２％の増となったところでござい

ます。 

  表の上半分が依存財源になりますが、依存財源の主なものは、表の中段当たりに

なります地方交付税で７６億４，１６１万７，０００円で、構成比３９．６％とな

っております。続きまして、二つ下になりますが、国庫支出金が２０億５，７５５

万９，０００円で、構成比１０．７％、その下になりますが、県支出金が１８億

５，４７６万４，０００円、９．６％、もう一つ下の市債が１６億４，３６０万

円、８．５％などとなっておりまして、依存財源の合計が１３７億９，０８４万

２，０００円となり、構成比７１．５％、前年度に比べまして２．５％の減となり

ました。 

  一方、下半分は自主財源でございます。一番上の市税が決算額３４億６００万

２，０００円、構成比１７．７％、下のほうになりますが繰越金が１２億３，２５

７万３，０００円、構成比が６．４％などとなっておりまして、自主財源の合計は

下から２番目の行になりますが、５４億９，８９３万１，０００円となります。構

成比は２８．５％で、前年度に比べまして、７．８％増加しております。自主財源

比率が伸びた理由は繰越金が増えたことによるものでございます。 

  次は個別の増減につきましてご説明をいたしますが、ご覧のとおり減少したもの

が多くございます。比較的に額の大きいものにつきまして、ご説明をさせていただ

きます。 

  まず、一番上の地方譲与税でございます。昨年度比較４，９６０万４，０００円

減の１億７，４５１万３，０００円の決算額となってございます。 

  この額のほとんどは、地方揮発油譲与税と自動車重量譲与税でございまして、揮

発油譲与税で約１，７００万円、自動車重量譲与税で約３，２００万円の減となっ
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てございます。 

  次は、依存財源の中ほど、地方特例交付金でございます。決算額は、５，９８１

万９，０００円、昨年度より２，２６１万７，０００円の減となってございます。 

減少した内訳は、子ども手当分が約１，６００万円の減、減収補てん分が約６００

万円の減でございます。 

  次は、その下の普通交付税でございます。決算額７６億４，１６１万７，０００

円で、昨年度より、４，３９２万１，０００円の減となってございます。この決算

額には、普通交付税と特別交付税を合計したものでございまして、普通交付税は約

１，５００万円程度増加しておりますものの、特別交付税が５，９００万円程度減

少しております。地方交付税の内容につきましては、７ページに記載してございま

すので、またお目通しをお願いしたいと思います。 

  次は、国庫支出金でございます。昨年度より３億１，４７５万５，０００円減の

２０億５，７５５万９，０００円が決算額でございます。 

  減少となった主な要因は、国の臨時交付金事業が平成２２年度まであったこと、

及び平成２２年度に実施した学校整備事業に係る補助金の減でございます。 

  次に、一つ下の県支出金でございますが、決算額１８億５，６８６万４，０００

円で、昨年度より、５億１，３９０万８，０００円と大きく増加しております。 

  これは、秋吉地区の小規模特別養護老人ホームの施設整備事業と災害復旧事業に

伴う補助金が増加したことなどによるものでございます。 

  次は、その下の市債でございます。決算額は１６億４，３６０万円で、前年度よ

り４億１，９６０万円の減となっております。 

  減少した主なものは、臨時財政対策債が約２億４，０００万円の減、平成２２年

度に実施した学校整備事業や河原コミュニティセンター整備事業が終了したことに

よる教育債が１億９，５００万円程度減少したことなどによるものでございます。 

  次は、自主財源の一番上の市税でございます。市税の決算額は３４億、総収入の

１７．７％、自主財源の６１．９％を占めてございます。 

  市税の内容につきましては、６ページに一覧表にしてございますので、そちらを

ご覧頂きたいと思います。 

  こちらの表は、市税の決算額でございますが、一番下の中央でございます。３４

億６００万２，０００円でございまして、前年度比１７万１，０００円の減でござ

います。 
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  経済情勢や雇用環境の悪化などが懸念されたものの、市税全体では結果として、

昨年度とほぼ同額の決算額となったところでございます。 

  市税の構成比を見ますと、固定資産税が５１．２％、市民税が３６．４％、たば

こ税が５．２％、都市計画税が３．１％の順となっておりますが、市民税と固定資

産税を合計した構成比は、８７．６％となり、この二つの税で９割近い構成となっ

てございます。 

  市税の内訳ですが、１の市民税で、調定額１２億７，９６９万３，０００円に対

しまして、決算額１２億３，８９７万７，０００円で、徴収率９６．８％、対前年

度比で８２１万７，０００円、０．７％の減となってございます。 

  個人分は、納税者数の減少による減でございまして、法人分は一部の業種の企業

で業績が堅調であったことにより増となってございます。  

  次は２の固定資産税でございます。調定額１９億６，１８９万円に対しまして、

決算額１７億４，４６９万１，０００円で、徴収率８８．９％、対前年度比は１，

２１３万５，０００円の減となったところでございます。 

  これは、宅地などの価格が下落したことや企業の設備投資が減少したことなどの

よるものでございます。 

  次は、４の市たばこ税でございます。平成２２年１０月の税制改正により、税額

が改定されたことより、対前年度比２，１４１万４，０００円増で１億７，５９７

万７，０００円の決算額となってございます。 

  その他の税目につきましては、お示ししているとおりでございますのでご覧  

いただきたいと思います。 

  なお、市税の現年分、滞納繰越分のそれぞれの収納状況につきましては、監査委 

員の意見報告書であります平成２３年度美祢市各会計歳入歳出決算書及び基金運用

状況審査意見書、緑色の背がついたものでございますが、こちらの３９ページから

記載されてございますので、参考にしていただきたいと思います。以上が、市税の

概要についてでございます。 

  では、３ページに戻っていただきたいと思います。先程の続きでございますが、

自主財源の中央付近になりますが、繰入金でございます。決算額７，３５２万４，

０００円、前年度より６，６４７万８，０００円の減でございます。 

  平成２３年度の決算額は、ゆたかなまちづくり基金からの繰入金でございます

が、平成２１年度の国の公共投資臨時交付金、この交付金を基金に積み立てており
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まして、平成２３年度末までに、この積立分を取り崩すこととなっておりましたこ

とから、繰り入れを行ったものでございます。 

  平成２２年度の内訳は、今、ご説明いたしました公共投資臨時交付金分が４，０

００万円、財源調整分が１億円、それと老人保健医療事業特別会計からの繰入金が

２，０００円で、平成２３年度は財源調整分の取り崩しを行わなかったとによる減

でございます。以上が、歳入決算に係る説明となります。 

  続きまして、基金の状況につきましてご説明いたします。成果報告書の１７ペー

ジをお開き願いたいと思います。 

  こちらの基金の状況につきましてご説明をさせていただきます。ここで、まずお

断りしておきますが、この表は出納閉鎖期間終了時、すなわち５月３１日現在のも

のでございます。 

  決算書の末尾の財産に関する調書及び監査委員の意見書に基金の掲載がございま

すが、こちらは３月３１日現在のものとなっておりまして、この報告書と異なって

おりますことをご注意いただきたいと思います。 

   それでは、基金の状況でございますが、平成２３年度末の基金の総額は、右下最

下段でございますとおり、３４億１，７４６万６，０００円となりました。前年度

末の現在高が３０億１１２万４，０００円であったことから、４億１，６３４万

２，０００円の増となっております。 

  これは、お示ししておりますとおり、積立を控えておりました財政調整基金や減

債基金などの積立を開始したことによるものでございます。 

  なお、表の中ほどの土地開発基金の取崩額は、土地開発公社への貸付金に係る債

権放棄を行ったものでございます。 

  次に、市債の状況についてご説明いたします。報告書１枚めくっていただきまし

て、１９ページをご覧いただきたいと思います。 

  こちらの表は、市債の現在高等を目的別に一覧にしたものでございます。平成２

３年度末、市債未償還元金の総額は、表の右側最下段でございますが、１７８億

５，２００万１，９６８円となってございます。 

  前年度末の未償還元金の総額が１８１億１，２４６万８，３３１円でありました

ので、２億６，０４６万６，３６３円減少してございます。 

  これは、災害復旧債や臨時財政対策債などの残高が増加しておりますが、普通債

などが減少したことによるものでございます。 
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  平成２３年度の元金の償還額は、１９億４０６万６，３６３円でございます。こ

こには記載がございませんが、利子としては別に２億８，３２３万３４円を支出し

てございます。 

  では、平成２３年度の普通債における起債額の内容について、ご説明をさせてい

ただきます。まず、民生の８，５００万円でございます。これは、社会福祉協議会

運営補助事業として、６，５００万円、秋吉地区の小規模特別養護老人ホーム整備

補助金として２，０００万円でございます、 

  衛生費では、医師確保対策事業で５，２００万円、水道事業の出資債が３，８９

０万円でございます。 

  農林では、秋吉台山焼き事業に４００万円を借り入れてございます。 

  土木では、市道の整備事業として、４，４７０万円、街路事業で３，８５０万円

を借り入れてございます。 

  公営住宅は、下領北団地建て替えに係るものでございます。 

  消防では、通信指令共同運用事業で６０万円、消防自動車導入事業で１，４９０

万円、防火水槽２基分で５２０万円を、教育では、大嶺中学校校舎整備事業で１億

８，８００万円、花づくり事業で１，２００万円を起債してございます。 

  なお、普通債のうち水道事業の出資債、あるいは公営住宅債、防火水槽１基分以

外は、全て過疎債でございます。 

  以上が、平成２３年度の美祢市一般会計決算の概要についての説明でございま

す。 

  続きまして、平成２３年度の決算書でございますが、今年度から表記を変更した

箇所がございますので、説明をさせていただきます。 

  歳入歳出決算書、こちらになります。歳入歳出決算書の決算附属書の３ページを

お開き願いたいと思います。最初から４分の１ぐらいになりますか、最初に黄緑色

の差し紙がしてございますが、２枚後側でございます。決算付属書の３ページでご

ざいます。 

  こちらは、一般会計の歳入事項別明細書でございます。１款市税・１項市民税・

１目個人・１節現年課税分でございますが、備考欄に収入済額には、過誤納金還付

未済額１４万６，０００円を含むという記載がございます。このように、収入済の

金額に本来は収入するべき金額でないものがあることを表示してございます。 

  なお、調定額につきましては、当然に収入するべき金額を記載しております。 



－15－ 

このような表示が、特別会計にもございますので、あらかじめお知らせをいたしま

す。以上が私からの説明でございます。 

  引き続き、各課長から平成２３年度の主要施策等につきまして、ご説明を申し上

げますので、よろしくお願いをいたします。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。これからは、一般会計の個別事業に

つきまして説明を求めます。 

まず議会費を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、石田議会事

務局長。 

○議会事務局長（石田淳司君） それでは主要施策報告書の３２ページをお開きいた

だければと思います。 

最上段になりますが、款・項・目それぞれ議会費におきまして、議会だより発行

事業、これ年４回発行しておりますが、１２６万円、台湾訪問経費に１７万８，０

００円、議会用パソコン、これは３台整備しておりますが、この整備経費に３５万

６，０００円などを執行しております。以上説明を終わります。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

それでは、次に総務費を議題といたしますが、総務管理費のうち主要施策成果報

告書３５ページのきめ細かな交付金事業費（繰越明許費）と３６ページの住民生活

に光をそそぐ交付金事業費（繰越明許費）について、所管が多課に渡っております

ので、全体説明は企画政策課が行いますが、質疑につきましては在席しております

各担当課がお受けいたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

なお、現在、不在の担当課につきましては、出席時にお受けいたします。 

それでは執行部より説明を求めます。はい、倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） それでは引き続きまして、総務費の主な事業につきま

して、説明を申し上げます。同じく３２ページの款総務費・項総務管理費・目の一

般管理費でございます。 

なお主要施策の中の一般管理にＰ３６というのが打ってあるかと思います。これ

につきましては決算書の事項別明細書のページになっておりますので、またご確認

をしていただきたいと思います。 
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それでは１といたしまして、職員研修経費といたしまして、１６５万円を支出し

ております。これは山口県自治研修所で実施されました各役所ごとの一般研修及び

各分野ごとの特別研修合わせまして、２６講座に９７名を研修に参加させておりま

す。そのほかに市独自の研修といたしまして、新規採用職員研修、職員メタルヘル

ス研修を実施いたしております。また自治大学校に１名派遣をいたしたところでご

ざいます。 

○委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、２番の男女共同参画推進事

業費でございますが、３０万円を支出しております。これにつきましては男女共同

審議会の委員報酬が主なものでございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 続きまして、３の防災訓練の開催経費といたしまし

て、１７万８，０００円を支出いたしております。昨年の８月２７日に美祢高等学

校グラウンドにおきまして、秋芳地区総合防災訓練を４００名の参加により実施を

いたしております。 

次に４の美祢市安全・安心メールシステムの更新経費として、４２万円を支出い

たしておりますが、これは平成１８年に導入いたしました防災・防犯メールシステ

ム新しく更新した経費であります。 

５番目ですが、老朽化により故障いたしました岩永公民館サイレンの取替工事費

として、１７１万２，０００円を支出いたしております。 

○委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、６電算管理経費といたしま

して、８，９５３万５，０００円を支出しております。これは庁内のシステムであ

りますとか、電算システムでありますとか、それの機器の保守委託料、それから電

算機器等の備品購入費が主なものでございます。 

ここで不用額がございますが、決算書の３９ページに委託料といたしまして、不

用額が４６８万３，６７３円とございます。これにつきましては、システム改修の

変更に伴うものが主な理由でございまして、その３段下の備品購入費でございます

が、これにつきましては１４６万２，１１０円不用額を生じておりますが、これは

クラアントパソコンでありますとか、プリンターの入札した際の落札減でございま

す。いずれの委託料、備品購入費にいたしましても、年度末までの突発的な事故等
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の対応に準備するために３月補正をいたしておりません。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） 続きまして、７無料法律相談事業の経費とい

たしまして、５０万４，０００円を支出しております。これは毎月開催しておりま

す弁護士による無料相談会による経費でございます。毎月開催いたしまして、昨年

は１２回の開催で、６５件の相談を受けております。 

○委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、目２文書広報費でございま

すが、１番といたしまして、広報「みね」の発行、毎月２回発行、平成２３年度に

はしておりますが、８４６万７，０００円を支出しております。これは書いてある

とおり月２回の広報「みね」の主には印刷製本費となります。 

２番目には市勢要覧作成業務といたしまして、４８２万２，０００円を支出して

おります。新市になりまして、平成２３年度初めての市勢要覧を作成いたしまし

た、これに要した費用でございます。 

３番目に市ホームページ・トップページ改修事業といたしまして、市のホームペ

ージをより見やすく改修をさせていただきました。これに２６５万４，０００円を

支出しております。 

○委員長（髙木法生君） はい、古屋会計管理者。 

○会計管理者（古屋勝美君） ３３ページになります。続きまして、目４会計管理費

でございます。決算額５４８万５，０００円となっておりますが、主なものは１番

といたしまして、公費支払の振込手数料３８１万３，０００円、２番といたしまし

て、市税等納入の口座振替手数料９３万円でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、目６企画費でございます。

１番のサインシステム整備事業でございますが、５，６５２万３，０００円を支出

しております。サインシステムの整備事業を行いまして、平成２３年度この費目で

は１６基を建設しております。 

２番の告知放送運営費でございますが、８１４万４，０００円を支出しておりま

す。これは美東地域における告知放送の運営に係る経費でございます。 

３番のＭＹＴ指定管理委託料でございますが、７，９１６万８，０００円を支出

しております。これは美祢有線テレビＭＹＴの指定管理委託料でございます。この
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委託料のうち決算書の４１ページをお開き願えたらと思います。４１ページの企画

費、下から２番目の委託料のところに不用額７２１万７，７１７円とございます

が、これにつきましては、ＭＹＴの委託運営におきまして、これも年度末までの突

発的な事故等に対応するために３月補正では落とさなかったもので、不用額が生じ

たものであります。 

続きまして４番区長報酬でございますが、３，０３４万５，０００円を支出して

おります。ここに書いてありますとおり合計４３３区の区長に対する区長報酬でご

ざいます。 

５番区集会所建設補助金といたしまして、１９６万３，０００円を支出しており

ます。合計８件とございますが、豊田前町３区、美東町山田、秋芳町瀬戸等がござ

いまして、合計で８件に対して支出しております。 

６番市長と語る未来創造まちづくり座談会でございますが、支出としてはござい

ません。開催の実績といたしましては、２３年度の実績が下の表に書いてあるとお

りでございます。 

７番ケーブルテレビ加入促進補助事業でございますが、１，０７１万円を支出し

ております。これは山口ケーブルテレビの加入促進補助ということになりまして、

美東で３１件、秋芳で７９８件、合計８２９件の実績がございました。 

８番ケーブルテレビ利用料等助成事業といたしまして、６６万２，０００円を支

出しております。これは山口ケーブルビジョンへの、これもまたケーブルテレビへ

の加入金の利用料の助成でございますが、これにつきましては、重度身体障害者か

つ所得税非課税世帯、それから生活保護の世帯に助成するものでございまして、実

績といたしまして、美東・秋芳合わせまして２１人の方がご利用されました。 

９番の秋芳地域公共施設ケーブルテレビ引き込み等工事といたしまして、４６６

万２，０００円を支出しております。これにつきましては、書いてありますとおり

でございますが、秋芳地域新たにケーブルテレビが敷設されましたので、秋芳地域

の公民館等の出先機関、合計３５箇所にケーブルテレビを見れる環境に引き込み工

事を行った支出でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、堀秋芳総合支所長。 

○秋芳総合支所長（堀 洋数君） 次に目７支所及び出張所費でございます。 

主なものは、まず美東・秋芳総合支所の宿日直業務委託料でございます。双方と

も２３７万８，０００円を支出いたしております。 
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次にマイクロバスの運転業務委託料ですが、美東総合支所が４００万円、秋芳総

合支所が１７３万２，０００円をそれぞれ支出いたしております。以上でございま

す。  

○委員長（髙木法生君） はい、倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 続きまして、３４ページのほうお開き願いたいと思い

ます。目９交通安全対策費でございます。１の交通災害共済の状況でございます。

市町総合事務組合で共同処理されております交通災害共済の取りまとめの事業を行

っておりますが、平成２３年度の交通災害共済の加入率は３０．１４％となってる

ところでございます。また給付状況につきましては、表のとおりでございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） 続きまして、２の交通安全施設整備事業でご

ざいますが、これは全額交付金事業でございます。実績は道路反射鏡、カーブミラ

ーですがこれを１３基、区画線を３，２９８ｍ、ガードレール４０ｍ、視線誘導標

識５基、転落防止柵１４６ｍを設置しまして、工事請負費で、６１８万９，０００

円を支出いたしております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、目１０活性化対策費でござ

いますが、１番自治宝くじ助成事業に２５０万円を支出しております。平成２３年

度におきましては美東グラウンド・ゴルフ協会様に助成をしております。これは財

団法人自治総合センターによりますコミュニティ助成事業でございまして、財源１

００％、２５０万円が同センターからの歳入によるものでございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、佐々木企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（佐々木昭治君） 続きまして、２番みねアクセスアップ

事業でございます。この事業はマスメディアを媒体とした市情報発信事業でありま

して、平成２３年度に美祢市が開催、または支援しました事業に係る広告料としま

して、１６７万５，０００円を支出しております。 

続きまして、３番地域発信チャレンジ推進事業補助金でございます。この事業は

美祢市の発信に意欲的な団体に対しまして、団体が実施する地域発信活動を支援す

る事業であり、３団体に対し、補助金総額で１０２万７，０００円を交付しており

ます。 

続きまして、４番土地開発公社事業費補助金でございます。人口定住を目的とし
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て宅地を販売する土地開発公社の運営に対しまして、補助金３，２５０万円を支出

しております。 

続きまして、５番ハッピーウェディング支援事業でございます。この事業は、定

住促進、交流人口増加を目的に男女の出会いの場を提供する事業でございます。平

成２３年度は、主催者支援型と参加者支援型の２種類の補助を行っております。主

催者支援型は、美祢青年会議所が実施しました交流イベントに対しまして、３４万

１，０００円を補助しております。また、参加者支援型としまして、市外の協力団

体が開催する交流イベントに参加された市内在住未婚者の参加者負担金の一部を補

助しており、この補助として１２名分、１万５，０００円を支出し、事業の総額と

しまして、３５万６，０００円を支出しております。 

続きまして、６番ふるさと美祢応援寄附金事業でございます。この事業は本市へ

のふるさと納税に係る事業ですが、寄附金につきましては、ふるさと美祢応援基

金に積み立てるもので、支出の主なものは積立金の３２６万７，０００円、贈答

品代の１００万５，０００円となっており、総額で４３０万円を支出しておりま

す。 

 続きまして、目の１１ふるさと創生事業費でございます。１番市民海外研修事

業でございますが、国際化に対応した人材育成を目的として、次世代を担う市内

中学生を対象に海外研修を行い、その費用を助成する事業でございます。これら

の費用として２０３万６，０００円を支出しております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 続きまして、目の１３国民体育大会費でございます。

昨年開催されました第６６回国民体育大会の経費でございます。 

１といたしまして、交通規制看板設置・撤去などの開催協議推進強化事業委託料

として、３５７万円を支出いたしております。 

次に次ページ３５ページをご覧いただきたいと思います。２といたしまして、お

いでませ！山口国体美祢市実行委員会補助金といたしまして、６，７５３万８，０

００円を支出いたしております。これは本市で開催いたしましたウォーク、軟式野

球、自転車競技ロード・レースへの開催経費といたしまして、実行委員会へ補助金

として支出したものでございます。 

○委員長（髙木法生君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、目の１４公共交通対策費で
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ございます。 

１番生活バス路線維持事業補助金といたしまして、１億１，６３０万８，０００

円を支出しております。これはアンモナイト号を走らせている船木鉄道株式会社を

始めとする市内路線バス事業者全６社への補助金の合計額でございます。この内財

源といたしまして、１，６８６万７，０００円を県費補助として歳入しておりま

す。 

２番ミニバス運行業務委託料として、３６９万３，０００円を支出しておりま

す。これにつきましては平成２１年度より開始いたしております山中・堀越便、そ

れから美東北部地域の本格運転経費に要するものでございます。 

３番地域公共交通協議会負担金として、５７６万９，０００円を支出しておりま

す。この負担金のうち協議会の事業といたしまして、ミニバス運行業務委託料、こ

れは実証運行になりますが、ミニバス運行の実証運行費用が３３６万５，０００円

が主なものでございます。 

続きまして、４番ＪＲ美祢線利用促進事業負担金といたしまして、３０万円を支

出しております。これはＪＲ美祢線の沿線３市同額の負担でございまして、主には

昨年９月２６日の美祢線の運転再開式典イベントの設営費用、式典に要した費用が

主なものでございます。 

５番美祢エコタビプロジェクト事業といたしまして、１０４万５，０００円を支

出しております。これはＪＲ美祢線利用促進事業の一環といたしまして、美祢線を

利用した植樹体験を通して行われた環境保全学習でございまして、全国モーターボ

ート競走施行者協議会助成事業を活用しております。平成２４年２月１８日と２月

２６日の２回行いまして、合計３７人の方に参加をいただいております。なお財源

といたしましては、先程申しましたモーターボート競走会のほうから１００万円を

財源として歳入しております。 

○委員長（髙木法生君） 佐々木企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（佐々木昭治君） 続きまして、目の１５ふるさと応援未

来創造交付金事業費でございます。１番ふるさと応援未来創造交付金ですが、この

事業は、誇りの持てるふるさとづくりや小規模高齢化集落などの地域の課題に対応

するため、地域住民が事業プランを計画し、実施する活動を支援する事業であり、

平成２３年度は、美祢地域の４団体に５４９万３，０００円、美東地域の５団体に

６０９万５，０００円、秋芳地域の５団体に１，０００万円、総額２，１５８万
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８，０００円を支出しております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 古屋世界ジオパーク推進室長。 

○総合政策部世界ジオパーク推進室長（古屋壮之君） 続きまして、目１６ジオパー

ク推進事業費でございます。 

これは美祢市が世界ジオパーク認定を目指す上で、まずもって市民の皆様に周知

啓発活動目的としまして、昨年１２月にシンポジウム、本年２月、３月に２回のセ

ミナー、これを開催するための経費が主なものでございます。総額として、４０３

万６，０００円となっております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） 倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 次に１７災害支援費についてであります。昨年３月に

発生いたしました東日本大震災による被災市町村に対する人的支援として１１名の

職員を被災地に派遣をいたしました。この経費といたしまして、１０３万６，００

０円を支出いたしております。 

○委員長（髙木法生君） はい、佐々木企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（佐々木昭治君） 続きまして、目の１８きめ細かな交付

金事業費でございます。主要施策成果報告書につきましては、３５ページから３６

ページに記載しております。 

このきめ細かな交付金は、平成２２年１０月８日の閣議決定により、円高・デフ

レのための緊急総合経済対策として創設された交付金でありまして、本市では、平

成２２年度補正予算において事業費を計上したものでございます。平成２３年度

は、全て平成２２年度からの繰越事業でございます。事業の詳細につきましては、

サインシステム整備事業など１０事業を実施し、総額１億８,５９７万６，０００

円を支出しております。 

続きまして、３６ページでございます。目の１９住民生活に光をそそぐ交付金事

業費でございます。こちらも、先程述べました緊急総合経済対策において、これま

で住民生活にとって大事な分野でありながら、光が十分に当てられてこなかった分

野に対する地方の取り組みを支援するために創設された交付金でありまして、同じ

く平成２２年度の補正予算において事業費を計上したものでございます。こちらも

平成２３年度は全て平成２２年度からの繰越事業でございます。事業の詳細につき

ましては、高齢者世帯緊急用具給付事業など５事業を実施し、総額１，７３６万円

を支出しております。以上でございます。 
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○委員長（髙木法生君） 小田税務課長。 

○総務部税務課長（小田正幸君） それでは同じく３６ページの徴税費でございま

す。主な事業として、美祢地域内状況類似地区見直し業務委託料でございます。こ

れは、平成２４年度固定資産税評価替えに伴う美祢地域における類似地区の見直し

を行うための経費として、４８万３，０００円を支出しております。 

次に、地籍情報管理システムランニング経費でございます。これは、地籍データ

の適正管理及び図面発行の迅速を図る経費として、７９万８，０００円を支出して

おります。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） 続きまして、戸籍住民基本台帳費でございま

す。 

１番といたしまして、戸籍総合システム経費として、１，１０８万４，０００円

を支出しております。内訳は、戸籍総合システム・ブックレス保守委託料としまし

て、２２６万８，０００円、戸籍総合システム借上料といたしまして、６５４万

７，５８４円、戸籍総合システムソフト使用料といたしまして、２２６万８，００

０円となります。 

次に２番でございます。旅券発給事務経費といたしまして、６３万２，０００円

を支出しております。これは昨年１０月より申請受け付けを開始いたしました旅券

事務に伴う支出で、旅券情報確認に使用いたしますパソコン等の機器購入費及び県

旅券センターとの申請書やパスポートの送付に要します、郵券代が主なものでござ

います。昨年１０月３日より美祢市役所市民課においてパスポートの申請等受付窓

口を開設してるものでございます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、倉重選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（倉重郁二君） 続きまして、項４選挙費・目２県議会議

員選挙費ですが、平成２３年４月１０日執行の県議会議員一般選挙経費といたしま

して、９６万９，０００円を支出いたしております。 

続いて次のページ３７ページになりますが、目３市長選挙及び市議会議員選挙費

でございます。本年４月２２日執行の市長選挙及び市議会議員一般選挙への事前準

備経費といたしまして、５７４万円を支出いたしております。 

次に目４農業委員会選挙費といたしまして、２３万７，０００円を支出いたして

おります。 
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○委員長（髙木法生君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、項５の統計調査費でござい

ます。目２の指定統計調査費といたしまして、経済センサス調査を実施しておりま

す。本調査は事業所、それから企業の状態を調査するものでございまして、１２７

万円を支出しております。総務費の歳出については以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、小田税務課長。 

○総務部税務課長（小田正幸君） それでは歳入の市税の概要についてご説明させて

いただきたいと思います。資料は平成２３年度主要施策成果報告書の６ページをお

開きいただきたいと思います。これにつきましては、先程、財政課長のほうから概

略説明がございまして、一部重複するところがあろうかと思いますが、よろしくお

願いいたします。 

（３）の市税の中程、市税の収入内訳の表でございます。本年度の決算額３４億

６００万２，０００円でございまして、これも先程報告にありましたように、自主

財源の６１．９％を占めております。 

なお、前年度決算額３４億６１７万３，０００円に対しまして、額にして１７万

１，０００円、率にいたしまして０．００５％、それぞれ減となっておるところで

ございます。また、税別につきましては区分１の市民税でございますが、調定額の

１２億７，９６９万３，０００円、決算額１２億３，８９７万７，０００円、徴収

率９６．８％となっており、徴収率は前年度と同率で、決算額は８２１万７，００

０円の減となっております。 

次に、２の固定資産税でございますが、調定額１９億６，１８９万円、決算額が

１７億４，４６９万１，０００円でございます。これにつきましては、徴収率が８

８．９％、前年度対比で０．７ポイント減、決算額も１，２１３万５，０００円の

減ということでございます。 

次に、３の軽自動車税でございますが、調定額が８，５１０万円、決算額が７，

９５７万７，０００円、徴収率９３．５％、これにつきましては前年度対比０．３

ポイントの減、決算額３８万８，０００円の減でございます。 

次に、４の市たばこ税でございますけども、調定額が１億７，５９７万７，００

０円、決算額１億７，５９７万７，０００円となっており、決算額、調定額とも同

額でございます。なお決算額の伸び率でございますが、前年度対比１３．９％、額

は２，１４１万４，０００円、それぞれ増となっておるところでございます。 
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次に、５の鉱産税は、調定額が５，９５９万３，０００円、６の入湯税は、調定

額が１４０万５，０００円、これにつきましてもたばこ税と同様に申告納付という

ことで、徴収率は１００％ということでございます。 

次に、７の都市計画税でございますが、調定額が１億１，３４４万６，０００

円、決算額１億５７８万２，０００円でございます。徴収率が９３．２％、前年度

対比０．５ポイントの減でございます。 

次に、８の特別土地保有税につきましては、平成１５年度から課税を停止してお

るところでございます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、岩崎収納対策課長。 

○総務部収納対策課長（岩崎賢治君） それでは市税の概略説明をいたしましたが、

それの関連したことということで、現年度、滞納繰越に係る収納状況を説明させて

いただきます。製本された平成２３年度美祢市会計歳入歳出決算及び基金運用状況

審査意見書の美祢市監査委員さんから出されております意見書の４０、４１ページ

をお開き下さい。これは前のページ３９ページの収納状況の市税の概要説明となる

表でございます。 

まず最初に一番上の表でございますが、これは次の表のアからオまでの個人市民

税の収納状況から都市計画税の収納状況までを取りまとめたもので、記述されてお

りますように、固定資産税のうちの国有資産等所在市町村交付金及び納付金、たば

こ税、それから鉱産税並びに入湯税は除かれております。表のほうですが、左から

それぞれ調定額、収入額、不能欠損額、収入未済額並びに収納率がそれぞれ記載さ

れております。 

全体の収納率につきましては現年度分、滞納繰越分の集計としまして、一番上で

すが、これは先程税務課長が言いましたことと重複いたしますが、トータルで９

２．１％で前年度０．４の減と収納率は低下しております。 

内訳にしまして、アの個人市民税収納状況の収納率につきましては９６．２％で

前年度比較で増減はありません。 

  イの法人市民税の収納状況ですが９９．２％で対前年０．１％増となっておりま

す。 

  それからウの固定資産税の収納状況ですが、収納率は８８．８％、前年度対比

０．７％の減となっております。 

  次のエ、軽自動車税の収納状況の収納率は９３．５％で前年度対比０．３％の減
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となっております。 

  オ、都市計画税の収納状況の収納率は９３．２％で前年度対比０．５％となって

おります。 

それで主な収入未済額の状況でございます。まず個人市民税におきましては約４

１０件、平均しまして８万８，６００円の滞納の未済があるということです。 

それから法人市民税につきましては約４０件、これにつきましては平均して５万

６，０００円の収入未済額となります。 

  それから固定資産税と都市計画税ですが、これは約４２０件ありますが、個人並

びに法人と合わせて４２０件ありますが、平均しまして５０万９，０００円の収入

未済額となっております。 

  それから軽自動車税、これは個人並びに法人等の集計でございますが、約２８０

件、平均しまして１万８，０００円の収納未済額となっております。以上でござい

ます。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。質疑につきましては、休憩後にお受

けしたいと思います。それではここで１１時０５分まで暫時休憩いたします。 

午前１０時５０分休憩 

 

    午前１１時０４分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に続き委員会を開きます。 

それでは総務費につきまして質疑を行います。質疑はありませんか。はい、山中

委員。 

○委員（山中佳子君） 総務管理費の企画費、１番サインシステム整備事業について

お尋ねします。これは２３年度にサインシステムのイメージがちょっと当初とは変

わって来てると思いますが、コンサルの変更があったのかどうか、もしあったらそ

の会社名を教えていただきたいと思います。 

それから同じく目企画費の７番ケーブルテレビ加入促進事業で秋芳地区７９８件

になっておりますが、予算的には２，３６５万組んでいたと思いますが、結果的に

は１，０７１万ということで、これは当初予定されていた件数にちょっと及んでい

ないのではないかと思いますが、これからの推進の方向性というものがありました

らお尋ねしたいと思います。 

それからもう一点、今度は１０番活性化対策費、６番ふるさと美祢応援寄附金事
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業ですが、贈答として１０５万円、これ何件分になるかお教えいただきたいと思い

ます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 山中委員のご質問にお答えいたします。

まず第１点目の企画費のサインシステム整備事業でコンサルの変更があったのかど

うかというご質問でございますが、当初平成２０年度に策定したサインシステム整

備マニュアルの出来ました計画書、あくまでこれに基づいてやっております。です

からこれに基づいてということで、これにがっちり合致した形というのではなく

て、いろいろその場その場に合わせた形でいろいろな工夫を凝らしながらやってお

ります。 

それともう一点の、そこの企画費の７番のケーブルテレビ加入促進事業でござい

ますが、おっしゃいますように確かに当初予算においては２，０００万程度の予算

があったと思いますが、このケーブルテレビの加入促進につきましては、委員の皆

様方ご存知のように秋芳地域の開局が遅れたということで、加入促進期間を最終的

には平成２３年の１０月３１日まで延期したという経緯がございます。促進事業の

対応期間をですね、その間に最終的にはやっぱり７月、８月、９月、１０月の加入

率を見てみましたところ、もうグラフ化した時にある程度伸び悩んでいるというよ

うな状況もございましたので、そこで打ち切ることといたしまして、平成２３年度

の３月補正において、補正予算を組まさせていただいております。ですからむやみ

に予算を残しているというような状況ではございません。ある程度のその辺の方向

性を見た上で、この加入促進事業については平成２３年１０月３１日に打ち切らさ

せていただいたというところでございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、佐々木企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（佐々木昭治君） 同じくご質問のございましたふるさと

美祢応援寄附金事業におきます贈答品代１００万５，０００円の件数についてのお

問い合わせでございますが、昨年度２３年度２４３名の方からご寄附をいただいて

おりますので、２４３件分となっております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） サインシステム整備事業におきましては、平成２３年の１月

１４日の総務企業委員会において、手法として優れたものがあれば今の見積もりを

除いたところであるという部分で、もう一度今のプロポーザルの結果を見直すとい
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うふうなことを課長発言されてると思いますが、その辺のところはされていないわ

けですかね。 

○委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） あのとき確かにそのような総務企業委員

会でございまして、当時のプロポーザルの資料を一回すべて見ました。その中で一

目でわかるような万国共通の印があるよとか、そういうご意見をいただいたところ

ですが、見返してそれを採用するかどうかというところまでは実は至っておりませ

ん。ですから、今後も突然パターンが変わるとかそういうことは市内のサインの統

一性が失われるので、ちょっと避けたいなというふうには思います。 

但し、あのときの総務企業委員会で余りにも視認性が悪いとか、もう少しこうす

ればいいんじゃないかということで、平成２３年度に建設いたしました市境のアー

チ型のサインなんかにおきましては、色の変更であるとか、背景の山とのバラン

ス、そういうのを見直しているというようなところでございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） よろしいですか。ほかにございませんか。はい、岩本委

員。 

○委員（岩本明央君） ３５ページお願いします。目の１４で公共交通対策費で１の

生活バス路線維持事業補助金６事業者というのがありますが、この６事業者の会社

の名前をお教え願いたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） ６事業者、岩本委員のご質問でございま

すが、サンデン交通、それからブルーライン交通、それとＪＲ中国バス、船木鉄道

株式会社、それと宇部市営バス、それと防長交通、この６社でございます。以上で

す。 

○委員長（髙木法生君） よろしいですか。ほかに。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねします。職員の中で正職員と非正規職員とがあるんで

すが、男性が何人、女性何人とか、人数が難しかったら割合でもいいですがお願い

いたします。 

それと生活相談が５６件あったということですが、その内容が生活に密着したも

のだともちろん思いますが、内容の公表ができるものかどうか、それと内容が市民

生活の向上に繋がったかということと、先日一般質問でもしましたけど、税の滞納

のこともありましたが、そういった生活を守るというそういった内容になっていた
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かということもお尋ねします。 

それから税のことなんですけど、確定申告の時の相談体制の人事はどうなってい

るかと思いますが、お尋ねします。確定申告の期間は短期間で市民全員がしなけれ

ばならないんですが、その時の体制がどうなっているのか、それが本当に見れると

おかしいですけど、確定申告の内容もよく対応が出来るかどうかということも心配

なんですが、この中で個人に税務署から申告用紙が来ますよね。それに記入して申

告をするんですけど、申告会場に持っていくんですけど、その時税務課のパソコン

に移されると思うんですね。その時の人間ですから誰でも間違いがあると思うんで

すが、そういった間違いの確認がされてるかどうか。確定申告のこうなって最後に

その作成された確定申告の最終的な責任ですかね最終的なチェックというのはして

おられるのかどうか、お尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、小田税務課長。 

○総務部税務課長（小田正幸君） 三好委員の一番最後の税の質問についてお答えい

たします。税の確定申告でございますが、確定申告期間中１日１会場７人体制で、

１日１会場へ平均約１００人の申告相談を２４年の２月１５日から３月１５日まで

は受付を行っております。なお、この申告に関わってる職員につきましては、税務

課の職員市民税係７人、そして税務課のほかの係を含めて全庁体制で職員の応援を

いただきまして、合計４８人で、延べ３１４人体制で実施したとこでございます。

また、転記ミスの確認をどうしてるかということでございますが、申告受付会場で

パソコンに取り込んだ後、また他の国との税情報との相違を見ながら、それ確認し

ておりますけど、それ以上の確認は現在のところはいたしておりません。以上でご

ざいます。 

○委員長（髙木法生君） はい、波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） 三好委員の最初のご質問で、正規職員、非正規職員の

男女比のご質問があったと思いますけれど、正規職員におきまして、普通会計で申

しますと男性２、女性１、概ね２対１の割合です。その他公営企業会等ありますけ

れど、病院会計におきましてはご存知のように看護師が女性職が多いということも

ありまして、１対３ぐらいの割合で男性、女性の比率があります。非正規職員につ

きましては、概ねほとんど女性職員でありますけれど、９５％以上は女性職員であ

るというふうに認識しております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、杉原市民課長。 
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○市民福祉部市民課長（杉原功一君） 三好委員からのご質問がありました弁護士に

よる無料法律相談の内容でございます。先程６５件と申し上げましたが、だいたい

主なものといたしまして、家事関係、不動産関係というものが主なものでございま

す。 

一番多いものといたしまして、家事関係の中の遺言相続関係というのが１６件と

いうことになっております。 

続きまして、不動産関係の境界、相隣関係というものが１０件、そして続きまし

て家事関係になりますが、離婚関係というのが６件というような主な相談内容にな

っております。 

それで生活に繋がっているのかということと、生活を守るものかというご質問な

んですが、この相談につきましては、プライバシーを守るという観点から細かい内

容については確認はしておりません。只今報告いたしましたように大まかな分類の

みを聞いておりますので、それについてはお答え出来ません。申し訳ございませ

ん。 

○委員長（髙木法生君） よろしいですか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 生活相談はよくわかりました。ありがとうございます。 

税の確定申告のことなんですけど、転記ミスが何件かあったのかないのかという

のは聞きませんけど、やっぱし最終的なチェックというのは、やはりその方の１年

分の税の課税されるもとのもとなので、やはり流れ的作業ではないですけど忙しい

のはわかりますけど、やはりその方の１年分の税のあれになりますし、間違いがな

いように、やはりそういった面で人数も増やさなければ、というか思うんですけ

ど、今後この人数体制でやれるのかどうかということも考えられて、職員の増員と

かも検討されて行かれるのかどうかお尋ねします。要望されるのかどうか市長に。 

○委員長（髙木法生君） はい、小田税務課長。 

○総務部税務課長（小田正幸君） 三好委員のご質問にお答えいたします。先程申し

ましたように、申告受付につきましては税務課の市民税係の職員だけでやっておる

訳ではございませんので、他課の過去に税務経験のあった人等をお願いいたしまし

てやっております。そういう関係で、委員ご指摘の通り転記ミスが全くゼロという

わけではございませんけど、出来るだけないようにうちのほうでもそういった事務

処理を進めて行きたいと思っております。それと職員の増につきましては、私自身

が申し述べる立場ではございませんけど、なかなか難しいのではないかと考えてお
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ります。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） よろしいですか。ほかにございませんか。はい、秋枝委

員。 

○委員（秋枝秀稔君） お尋ねいたします。３４ページの中段、土地開発公社事業補

助金ということで３，２５０万という少々額が太いですが、この内訳は教えていた

だくとよろしいですが。 

○委員長（髙木法生君） はい、佐々木企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（佐々木昭治君） こちらのほうにつきましては、事務費

と利息になっております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） いいですか。はい、秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） 内訳といたしましては、利息と事務費と言われましたが、内

訳をいかがでしょうか。 

○委員長（髙木法生君） はい、佐々木企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（佐々木昭治君） 大変申し訳ございません。後程改めて

ご説明をさせていただきます。よろしいでしょうか。 

○委員長（髙木法生君） よろしいですか、後程ということで、お願いいたします。

ほかにございませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） ちょっと私美祢は歩きませんけど、秋芳とかも歩くんですけ

ども、何か最近美祢の市政に興味が、関心がたくさんあるというか、それでＭＹＴ

で見てねと言ったんですけど、そのＭＹＴが入ってないと、この前あったんじゃけ

どそれに出さなかったと言われて、このケーブルテレビのまた昨年ありましたよう

に助成金をされていくお考えがあるのかないのか、こういった企画を考えておられ

るのかどうかお尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） ケーブルテレビの加入促進事業と言うこ

とでよろしゅうございますか。加入促進補助ということで、これはケーブルテレビ

が開局して早期に秋芳地域の皆様方に加入していただきたいということで、約８

０％の加入率を目標に加入促進ということで、ＰＲをさせていただきました。先程

の答弁の中でもあったように、なかなか伸び悩んで８０％までいかず今のところ約

７０％ぐらいで加入率となっております。そういう意味で加入促進期間をところど

ころで延長した経緯もございますが、それの加入促進期間に、じゃあ急いで今がサ
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ービス期間じゃから加入しようというふうに思われて加入した人との平等性を考え

ますと、今からまた加入促進期間というのを作りますと、あのときのは何だったの

かというようなことにも繋がりますので、大変申し訳ありませんが、今のところは

新たに加入促進期間というのを設ける考えはございません。以上です。 

○委員長（髙木法生君） よろしいですね。ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。この際、説明員交代

のため暫時、１１時４０分まで休憩いたします。 

午前１１時２６分休憩 

 

    午前１１時４０分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に続き委員会を開きます。 

先程の質問におきまして田辺総合政策部長より説明の申し出がありますのでお願

いいたします。はい、田辺総合政策部長。 

○総合政策部長（田辺 剛君） 先程の秋枝委員のご質問にお答えいたします。土地

開発公社の運営費補助の内訳ということでございます。３，２５０万円の内訳です

が、金融機関からの長期借入金の利息、これが２，６１４万円。それと一般管理

費、人件費、現地事務所職員の人件費、あるいは草刈等の委託料等で要する経費が

６３６万となっております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） 次に民生費を議題といたします。執行部より説明を求めま

す。はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） それでは民生費について説明いたしま

す。平成２３年度主要施策成果報告書の３７ページをお開き下さい。 

項１社会福祉費・目１社会福祉総務費であります。主な事業として、美祢市社会

福祉協議会に対し、運営費補助金として、６，６６８万７，０００円支出しており

ます。 

 次に、民生児童委員活動事業として地区民生委員児童委員１０６名の活動に要す

る経費として、一人当たり９万８，８００円で１，０４７万３，０００円を委託料

として支出しております。 

 次に、４地域見守りネットワーク整備強化事業として、二つの課ですが、合わせ

まして、９５９万１，０００円支出しております。この事業につきましては、平成
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２３年度の新規事業として実施した事業でありまして、一人暮らしのご高齢の方な

どの要援護者リストの整備や個別支援体制の充実を図っております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、白井高齢福祉課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） 続きまして、その下、５番目の地域見守

りネットワーク整備強化事業におきまして、７６万９，０００円を計上してござい

ます。これは、一人暮らしの高齢者等のお宅に緊急連絡先や医療情報を記載した安

心カードを常置し、救急搬送の際に、速やかで適切な医療処置に結びつけることを

目的とした、救急時の情報提供カプセル配布事業に係るものが主なものでございま

す。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） 続きまして、目２障害福祉費でありま

す。この経費につきましては、平成２１年３月に策定いたしました美祢市障害者計

画並びに障害福祉計画に沿って事業を行っております。 

２の相談支援事業として、３１４万円支出しております。この事業は、障害者の

福祉サービス利用等の相談・支援業務であり、事業を総合相談支援センターみねに

委託して実施しております。 

  次に、３８ページをお開き下さい。６の福祉タクシー助成事業費として、４６０

万７，０００円支出しております。この事業は、重度の１級から３級の身体障害者

及び療育手帳をお持ちの知的障害者に対し、タクシーの割引チケット１枚５００円

券を４８枚交付する事業であります。 

 次に、地域活動支援センター運営事業として、１，１７５万円支出しておりま

す。この事業は、市内２事業所において作業や創作活動をすることにより、障害者

の日中活動の場を確保する事業であります。平成２３年度の延べ利用人数は、地域

活動支援センターひのでが１，９２０人、同じくあじさいが２，４２０人となって

おります。 

  次に、自立支援医療費給付事業として、１，８７３万６，０００円支出しており

ます。この事業は、身体障害者に対する人工透析治療、心臓手術、人工関節置換手

術等への更生医療費に対する医療費の公費扶助制度であります。平成２３年度の事

業実績は、レセプト延べ件数で８９５件となっております。 

 次に補装具給付事業として、６１４万２，０００円支出しております。この事業

は、身体障害者及び身体障害児に対する義肢、装具、車椅子及び補聴器等の交付・
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修理を行う事業に対する公費扶助であります。平成２３年度の事業実績は、延べ利

用人数で７３人となっております。 

  次に、日常生活用具給付事業として、５８７万３，０００円を支出しておりま

す。この事業は、障害者、障害児が在宅で生活するために必要な歩行支援用具、入

浴補助用具、居住環境整備これは住宅改修です。それからストマ、紙おむつ等日常

生活用具の給付事業に対する公費扶助であります。平成２３年度の事業実績は、延

べ利用件数で２８７件となっております。 

 次に、介護訓練等給付事業として、４億３，０９３万円支出しております。これ

は、障害者自立支援法に基づく介護給付及び訓練等給付事業で、主な福祉サービス

といたしましては、居宅介護ホームヘルパーの派遣、それから施設への短期入所、

施設入所、就労継続支援等であります。平成２３年度の事業実績、ここには掲げて

おりませんけども、延べ利用人数で４，０５８人となっております。 

 次に、日中一時支援事業として、２１２万３，０００円支出しております。この

事業は、身体障害者及び身体障害児、それから知的障害者及び知的障害児、それか

ら精神障害者、精神障害児に対し、日中の活動の場を提供することにより、障害

者、障害児の家庭の就労支援及び日常的に介護している家族の一時的な休息を図る

事業です。平成２３年度の事業実績は、延べ利用件数で５８０件でございます。 

 次に、特別障害者手当、障害児福祉手当、福祉手当給付事業であります。まず、

特別障害者手当は、障害の程度が著しく重度で、常時特別の介護を必要とする満２

０歳以上の在宅の障害者に対し、月額２万６，３４０円の手当を支給する事業で、

平成２３年度の受給者数は１８人で、５８５万１，０００円支給しております。  

障害児福祉手当は、障害の程度が著しく重度で、常時特別の介護を必要とする満

２０歳未満の在宅の障害児に対し、月額１万４，３３０円の手当を支給する事業

で、平成２３年度の受給者数は１９人で、３４８万４，０００円支出しておりま

す。 

  次の３９ページでございます。福祉手当は、昭和６１年まで福祉手当を受給して

いた２０歳以上の障害者で、障害基礎年金などの公的年金や特別障害者手当を受け

ていない方に月額１万４，３３０円の手当てを支給する事業で、平成２３年度の受

給者数は１人で、１２万９，０００円支給しております。 

 続きまして、額の大きい不用額についてご説明いたします。それでは歳入歳出決

算書のほうになりますけれども、５８、５９ページをお開き頂きたいと思います。 



－35－ 

５８、５９ページの中段から少し下ですが、目２の障害者福祉費、節２０の扶助

費で、２，０３１万４，１２１円の不用額が生じております。この扶助費からは、

自立支援医療給付費等事業を含め、六つの事業につきまして支出しております。こ

の中で、最も不用額が大きい事業が、自立支援医療給付費等事業の介護訓練等扶助

で、１，４２９万７，０３０円の不用額となっております。これにつきましては、

補正対応等しておりましたけれども、最終的に見込んだ額ほど支出が無かったもの

であります。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、白井高齢福祉課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） 続きまして、第３目老人福祉費につきま

してご説明申し上げます。 

主な事業につきましてのご説明でございます。 

まず、１緊急通報装置整備事業につきましては、市内にお住まいで、日常生活上

注意を要する高齢者のみの２２４世帯に緊急通報装置を設置し、センター方式と転

送方式により実施をしているところでございます。支出額は委託料など合計で３２

０万７，０００円、特定財源として負担金収入を１０６万１，０００円計上してご

ざいます。 

続きまして、２生涯現役推進事業についてでございます。これは、平成２２年度

から開始されました事業で、平成２１年度末に廃止された老人福祉センターで実施

されていた相談事業や教養講座開催事業等を引き続いて、移転された現在の事務所

において実施をするための経費でございます。平成２３年度におきまして、５５万

９，０００円を支出しております。現在、八つの団体が活動をしておられまして、

延べでおよそ１，６００人程度の方々が利用されておるところでございます。 

次に、３老人日常生活用具給付事業として２万９，０００円を計上しておりま

す。これは、火の管理が困難となった認知症高齢者等に対し電磁調理器や火災警報

器を給付する事業でございます。平成２３年度におきましては、電磁調理器を１件

交付しておるところでございます。 

 次の４在日外国人等高齢者福祉給付金支給事業、これにつきましては、無年金の

在日外国人等高齢者に、月額１万円の給付金を支給する事業でございます。平成２

３年度におきましては、６名の方々に対し５９万円を支給いたしております。 

 次の５社会福祉法人利用者負担額減免措置事業におきまして、５４万円を計上し

ております。これは、低所得者が社会福祉法人が提供するサービスを利用した際の
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利用者負担額を軽減する国の制度に基づいた事業でございます。平成２３年度につ

きましては、１７名の方々に対しまして交付いたしております。 

 次の６は介護保険事業特別会計に対する繰出金で、４億４，６７６万５，０００

円を支出してございます。 

続きまして、７老人保護措置事業についてでございます。これは共楽荘や山口市

の秋楽園、あるいは下関市の春光苑などの養護老人ホームへの措置者に対する経費

でございます。２３年度におきましては、２，１２１万円を支出してございます。

この事業の特定財源といたしましては、負担金収入を２，１３１万２，０００円計

上しておるところでございます。 

続きまして、おそれいります４０ページをお開き願います。次８敬老祝金支給事

業についてでございます。これは、条例の規定に基づきまして、傘寿、米寿など節

目の年齢を迎えられた高齢者にお祝い金を支給する事業でございます。平成２３年

度におきましては、計７５６名の方々に総額で１，３２２万円を支給してございま

す。 

次に、９敬老会行事開催事業でございます。昨年度におきましても、市内八つの

地区で敬老会が開催されたところでございますが、合計で１，１５９人のご参加を

いただきました。これに要しました経費として、総額８４７万１，０００円計上し

てございますが、そのうち、３３８万８，０００円につきましては、欠席者等に対

するお祝い品として要しておるところでございます。この事業につきましては、地

域福祉基金利子２８万円を充当いたしております。 

次に、１０の生きがい活動支援通所事業でございます。これは、家に閉じこもり

がちな高齢者に対してデイサービスを提供することにより、社会的孤立感の解消や

自立生活の助長を目的としております。２３年度におきましては延利用者が１，１

２０名ということで委託料として、４４８万円を支出し、利用者からの負担金とし

て、６７万２，０００円を計上しています。 

次に、１１老人クラブ育成事業についてでございます。まず美祢市老人クラブ連

合会に対しまして、７０万６，０００円、それからその下にございます単位老人ク

ラブへの補助金として、１５５万４，０００円をそれぞれ支出しております。 

続きまして、１２施設整備費補助事業についてでございます。総額では１億３，

７９０万円を計上いたしておりますけれども、まず社会福祉法人に対する社会福祉

施設整備に係る建設費補助の債務負担分として、みのり園、幸嶺園、グループホー
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ムひかりの園、ケアハウス幸嶺園の４施設に対して、合計１９０万円を支出してお

ります。 

続きまして、４１ページをお開き願います。１番上ございますけれども、まず社

会福祉法人に対する社会福祉施設整備に係る建設費補助につきましては、平成２２

年度からの繰越事業で、昨年８月１日、秋吉地区に開設された青景園サテライト施

設秋芳の里の建設に対する市単独の補助で、２，０００万円を計上いたしてござい

ます。その下の介護基盤緊急整備等基金補助事業につきましても、同じく平成２２

年度からの繰越事業で、秋芳の里に対するものでございます。１億１，６００万円

を計上してございますが、これは全て全額県からの補助でございます。以上でござ

います。 

○委員長（髙木法生君） はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） 続きまして、目４福祉医療助成事業費で

あります。福祉医療助成事業は、重度の障害者、ひとり親家庭及び乳幼児を抱えて

おられる家庭の経済的負担の緩和を図り、安心して医療を受けていただく事を目的

とした事業です。この事業により、該当される方は、医療機関の窓口において、医

療費の支払いは生じません。 

 まず、重度心身障害者に対する福祉医療費の受給者数は１，０４９人で、支給額

は、１億８，７６８万３，０００円であります。 

 次に、乳幼児に対する福祉医療費の受給者数は８５７人で、支給額は３，９２２

万８，０００円であります。 

 次に、ひとり親家庭に対する福祉医療費の受給者数は２４５人で、支給額は９２

７万３，０００円となっており、総額２億３，６１８万４，０００円を扶助費とし

て支出しております。 

  また、福祉医療助成事業に係る事務的経費といたしまして、４６４万７，０００

円を需用費及び役務費で支出しております。この経費につきましては、レセプト審

査手数料が主な支出経費でありまして、平成２３年度の審査件数は、４万６，６８

８件となっております。 

 続きまして、額の大きい不用額についてご説明いたします。歳入歳出決算書の６

０、６１ページをお開き下さい。 

上段の目４福祉医療助成事業費の扶助費でありますが、３１９万７，６３４円の

不用額が生じております。この扶助費からは重度心身障害者分、乳幼児分、ひとり
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親家庭分を支出しておりますが、乳幼児分の支出が、見込んだ額ほど無かったため

の不用額であります。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） それでは決算書の６２ページ、６３ページを

お開き下さい。説明は成果報告書で行います。目６国民年金費でございます。市町

村では申請書の受付業務などを行っております。美祢市の国民年金被保険者数は、

平成２４年３月末現在で４，３４５人でございます。内訳といたしまして、第１号

被保険者２，６５３人、第３号被保険者は１，６２５人、任意加入者につきまして

は６７人となっております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） 説明の途中でございますが、ここで午後１時まで休憩をい

たします。 

午後０時００分休憩 

 

    午後０時５９分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に続き委員会を開きます。 

４２ページ民生費・目７人権対策費より説明を求めます。はい、三浦地域福祉課

長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） それでは、人権対策費を説明いたしま

す。 

人権対策事業として人権推進大会参加に伴う経費及び同和福祉援護資金償還金元

利の返還として、１５万４，０００円支出しております。 

  次に、人権啓発事業として、地域住民を対象とした推進大会や学習会等の開催及

び啓発作品募集等に係る経費として、３２万４，０００円支出しております。以上

です。 

○委員長（髙木法生君） はい、白井高齢福祉課長課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） 続きまして、その下の第８目老人福祉施

設費についてご説明を申し上げます。 

まず１厚保老人憩いの家管理経費についてでございますが、管理経費として、１

５１万２，０００円を計上してございます。こちらの施設には浴場が敷設されてお

りまして、こちら浴場の使用数につきましては、延べで１，４１９人、使用料収入

として、７万１，０００円を計上しております。 
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続きまして、２豊田前老人憩いの家につきましては、管理経費として、２９万

６，０００円を計上してございます。 

続きまして、３嘉万老人の家管理経費につきましては、管理経費として、２５１

万円を計上しております。この施設にも浴場が敷設されておりまして、使用者につ

きましては延べで２，４９７名でございます。 

次の４カルストの湯管理経費につきまして、管理経費として、６５０万２，００

０円を計上してございます。こちらの施設にも浴場が敷設されておりまして、こち

らの年間延べ使用者数は１万５，８１８名で、使用料収入が３６６万８，０００円

を計上しておるところでございます。 

次に、５高齢者コミュニティセンター管理経費についてでございます。秋芳町秋

吉に設置をされております当該施設の管理に係るものでございます。総額で６５５

万８，０００円を計上してございますが、このうち５４９万２，０００円は防水ほ

か改修工事によるものでございます。なお、この高齢者コミュニティセンターにつ

いては、これまで社会福祉協議会の指定管理により運営をされておりましたが、平

成２３年度末の廃止に伴いまして、指定管理の契約につきましても終了いたしたと

ころでございます。 

次に、６養護老人ホーム秋楽園運営事業についてでございます。これは山口市と

の共同経営による養護老人ホームでございまして、山口市の秋穂にございます。こ

れの管理運営に係る分担金、建設に係る分担金、それぞれ合わせまして、１，１４

２万２，０００円を計上したところでございます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） それではページは４３ページになります。目

９国民健康保険費でございます。国民健康保険事業特別会計操出金といたしまし

て、２億４，０６４万５，０００円を支出しております。内訳といたしまして、保

険基盤安定操出金これは保険税軽減分でございますが、７，２６５万１４０円、同

じく保険者支援分といたしまして、１，５９３万６，１０１円、職員給与費等操出

金５，６７３万５，６９８円、出産育児一時金等操出金４６０万８，５４６円、財

政安定化支援事業操出金７，６５４万７，０００円、その他の操出金１，４１６万

８，０００円となります。 

続きまして、後期高齢者医療費でございます。後期高齢者医療費操出金といたし

まして、１億１，５３８万３，０００円を支出しております。内訳といたしまし
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て、事務費等操出金１，３７８万３，０５０円、保険基盤安定操出金１億１６０万

１３６円となっております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） 続きまして、項２児童福祉費・目１児童

福祉総務費であります。 

まず幼児保育振興事業であります。この事業は、私立保育園に対する保育士・調

理員の人件費補助でありまして、年間一人当たり常勤保育士１１万４，０００円、

調理員５万７，０００円を支給するものです。市内私立保育園４園に対し交付いた

しておりまして、総額３３６万３，０００円を補助金として支出しております。 

 次に、保育所・幼稚園ＡＥＤ設置事業として、１０４万５，０００円支出してお

ります。この事業は、地域の子どもたちの安全・安心を確保するため、保育所・幼

稚園が整備するＡＥＤの購入、設置費用を県の全額補助を受けて助成するものでご

ざいます。平成２３年度実績は、吉則、麦川、南大嶺保育園の３園に設置いたしま

した。 

次に、児童クラブ運営事業であります。市内１０箇所で児童クラブが運営されて

おりまして、そのうち嘉万児童クラブの直営を除く９クラブの運営費の総額２，９

９６万５，０００円を委託料において支出しております。 

 次に、児童センター美祢運営事業であります。この事業は、児童の一般的な遊び

場としてのほか、地域の活動の拠点となる児童センター美祢の運営に係る補助とし

て、社会福祉法人吉則保育園に対し、１００万円交付しております。平成２３年度

の延べ利用者数は、９，７２５人であります。 

 次に、延長保育事業であります。延長保育は、１１時間の開所時間の前後におい

て、さらに３０分以上の延長保育を実施する事業であります。市内私立保育園３園

に対して、総額１，５５９万４，０００円を委託料として支出しております。 

  次に、地域子育て支援拠点事業として、２５９万６，０００円支出しておりま

す。この事業は、乳幼児及びその保護者が相互の交流の場を設置し、子育てについ

ての相談、情報の提供、助言やその他の援助を行う民営の子育て支援センター吉則

保育園のきららクラブに対する運営補助金等であります。 

  次に、８のことばの教室運営事業として、４１２万４，０００円支出しておりま

す。この事業は、言語発達遅滞児等に対する言語療法による療育事業でありまし

て、美祢市社会福祉協議会に委託し、実施しております。対象児は、小学校就学前
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の幼児であり平成２３年度は２１人が登録し通所しております。 

 次のページですけども、ファミリーサポートセンター運営事業として、２６３万

７，０００円支出しております。この事業は、仕事と子育ての両立を支援すること

を目的に育児を受けたい人と協力できる人が会員となり、相互に助け合う会員組織

を平成２１年１０月に設立し、美祢市社会福祉協議会に委託し、実施しておりま

す。平成２３年度末の会員数は３１０人、利用件数は９８件であります。 

 次に、デイケア推進事業として、４８０万円支出しております。この事業は、心

身に障害のある在宅の障害児に対し、日常生活における基本的動作の指導、集団生

活への適応訓練及び障害の実情に応じた療育訓練を行う事業で、これにつきまして

も美祢市社会福祉協議会に委託し、実施しております。平成２３年度の利用者は、

実人数で１５人となっております。 

  続きまして、額の多い不用額につきましてご説明いたします。恐れ入ります。歳

入歳出決算書の６４、６５ページをお開きください。 

上段の目２児童福祉総務費の節１３委託料で２８９万１，２３９円の不用額が生

じております。これは、児童クラブ運営事業において、見込より児童数が少なかっ

たためであります。 

  次に、同じく節１９負担金、補助及び交付金でありますが、４９３万１，８３０

円の不用額が生じております。ここでの負担金、補助及び交付金では、延長保育事

業及び地域子育て支援拠点事業におきまして、対象児童数が当初見込みより少なか

ったための補助金の減額によるものであります。 

 続きまして、成果報告書に戻っていただきまして、目２児童措置費であります。 

まず一時預かり事業であります。この事業は、私立保育園での一時保育実施に係

る委託料でありまして、１３５万円を支出しております。対象保育園は、吉則保育

園、光輪保育園、麦川保育園の３園でありまして、平成２３年度の延べ利用者数は

１６５人となっております。 

 次に、私立保育園保育委託事業であります。この事業は、市内私立保育園４園へ

の保育委託料でありまして、総額２億４１万９，０００円を支出しております。平

成２３年度末入所児童数は、２２６人となっております。 

 次に、広域保育事業として、８７１万１，０００円支出しております。この事業

は、市内在住の児童が、都合により美祢市外の保育所に入所することに係る委託料

であります。平成２３年度は、市外保育園８園、内訳で公立２園、私立６園に支出
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しております。 

  次に、子ども手当支給事業として、総額３億９，７９４万９，０００円を支出し

ております。この事業は、中学校修了前までの児童を養育している者に対して支給

する事業であり、平成２２年４月より児童手当からこども手当に移行した事業であ

ります。 

  次に、システム改修業務委託料、繰越明許費として、８４０万円であります。こ

れは、子ども手当が、平成２４年４月から児童手当に移行するためのシステム改修

業務委託料であり、制度内容が確定しなかったため、翌年度に繰り越したものであ

ります。 

 次に、４５ページの児童福祉手当給付事業として、１４６万６，０００円支出し

ております。この事業は、身体障害者１級から３級または療育手帳を所持している

２０歳未満の障害児を養育している保護者に対し、月額２，０００円の手当を支給

する事業であります。平成２３年度末受給者数は５７人となっております。 

 続きまして、額の多い不用額についてご説明いたします。歳入歳出決算書の６

４、６５ページをお開きください。 

下段の目２児童措置費・節１３委託料でありますが、１１７万３，０５０円の不

用額が生じております。これは、主に市内私立保育園保育委託料で、入所児童数が

見込みより少なかったためであります。 

   続きまして、同じく節２０扶助費で、２４８万２，０００円の不用額が生じてお

ります。これは、こども手当において、平成２３年１０月からの制度改正に伴い支

給額が変更になったためであります。 

 続きまして、成果報告書、目３母子福祉費であります。最初に家庭自立支援給付

事業の中の高等技能訓練促進費等事業として、１６９万２，０００円支出しており

ます。この事業は、看護師や介護福祉士等の資格取得のため、２年以上養成機関等

で修業する場合に生活の負担軽減を図るために支給する事業であります。平成２３

年度の受給者数は１名でございます。 

次に、児童扶養手当給付事業として、８，１０２万４，０００円支出しておりま

す。この事業は、親の離婚等により父または母と生計を共にしていない児童が育成

される家庭の生活の安定と自立を促進するため、当該児童を養育する母または父等

に手当てを支給する事業であります。平成２３年度末受給者は、１８３人となって

おります。 
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 次に、目４児童福祉施設費であります。市内の公立保育園は１０園ございます

が、定員・実入所児童数はご覧の表のとおりで、入所待機児童はおりません。 

運営経費として、１億５，１５３万１，０００円支出しております。工事請負費

におきましては、伊佐保育園暖房機取付工事費２８万２，０００円、厚保保育園給

食調理室エアコン取付工事費１４万６，０００円、大田保育園鉄棒設置工事費１９

万９，０００円、秋吉保育園ガス湯沸かし器取付工事費１０万８，０００円をそれ

ぞれ支出しております。 

  次に４６ページでございます。児童センター運営事業嘉万児童館であります。こ

れは、臨時職員の人件費が主な支出で、３６０万７，０００円を支出しておりま

す。平成２３年度の延べ利用人数は、３，７６９人となっております。 

 次に、子育て支援事業として、１７６万４，０００円支出しております。この事

業は、保育士などの専任の職員を配置し、地域の子育て家庭の育児不安等について

の相談や助言を行い、地域全体で子育てを支援するものです。実施保育園は、大田

保育園と秋吉保育園の２園で実施しており、臨時職員の人件費が主な支出となって

おります。 

  続きまして、額の多い不用額についてご説明いたします。歳入歳出決算書の６

６、６７ページをお開きください。 

中段の目４児童福祉施設費・節４共済費で、２０９万７，８６４円、次の７賃金

で、３９５万３，３３９円の不用額が生じております。これは、公立保育園９園の

臨時、パート保育士に係わるもので、４月からの措置児童数が予算編成時に比較し

少なかったことにより、臨時・パート保育士の採用が不用となったことによる不用

額でございます。 

 続きまして、項３生活保護費・目１生活保護総務費であります。まず生活保護総

務経費といたしまして、３２２万７，０００円を支出しております。主な経費は、

嘱託医二人の報酬、生活保護システムの保守料等でございます。 

 次に、生活保護適正化実施推進事業であります。この事業は、生活保護を適正に

推進するために職員研修やレセプト点検・整理等の業務委託として、１６３万８，

０００円支出しております。 

 続きまして、目２扶助費であります。生活保護の被保護世帯に対し、生活扶助費

等に２億８，５２６万６，０００円を扶助費として支出しております。 

続きまして、額の多い不用額についてご説明いたします。歳入歳出決算書の６
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８、６９ページをお開きください。中段ですが、目扶助費・節２０扶助費でありま

すが、２６７万３，６４５円の不用額を生じております。これは、生活困窮者が、

けがや病気で医療を必要とするときに行われる医療扶助におきまして、見込んだ額

に満たなかったことによる不用額であります。 

 次に、項４災害救助費・目１災害救助費であります。災害救助事業であります。

 この事業は、災害救助者に対する援護事業でありまして、被災者への見舞金の支 

 給、避難所の運営に係る経費等でございます。平成２３年度につきましては、火災

 等による災害見舞金４件、１２万円を支出しております。以上で歳出の説明を終わ

 ります。 

続きまして、歳入についてご説明いたします。歳入歳出決算書の中の黄緑色です

けれども、それから始まるページで８と９ページになりますけれども、款の１２分

担金及び負担金・項２負担金・目１民生費負担金・節２児童福祉費負担金でありま

す。調定額１億２，５２３万１，０７０円に対しまして、収入済額１億２，０３３

万４，４４０円、収入未済額４８９万６，６３０円でございます。これは保育料負

担金であります。なお、未納分の徴収につきましては、電話催促、特に月末に担当

係はもちろんですが、各総合支所市民福祉課職員同伴で臨戸訪問等を実施し、徴収

に努めております。今後も徴収に努力することとしております。 

  同じく決算書２８、２９ページをお開きください。款２０諸収入・項３貸付金元

利収入・目２民生貸付金元利収入・節１同和福祉援護貸付金元利収入であります。

今日では、貸付実態はございませんが、未償還の調定額１７５万１，３０１円に対

しまして、償還額が、６万円でありまして、償還未済額は２名分、１６９万１，３

０１円となっております。取り組みといたしまして、随時電話催告、臨戸訪問等を

実施し、借入者の理解を得ながら徴収にあたっており、今後も引き続き努力してま

いります。 

 続きまして、次の３０、３１ページをお開きください。項６雑入・目３雑入・節

３民生雑入であります。調定額５，８１１万４，８６６円に対しまして、収入済額

は、５，５８２万１５６円でありまして、差引２２９万４，７１０円の収入未済額

となっております。これは、生活保護費返還金であります。なお、現在未納分の徴

収につきましては、随時電話催告、臨戸訪問等を行って徴収に努めておりますが、

今後ともさらに努力してまいる所存であります。以上で歳入の説明を終わります。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご
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ざいませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 民生費の福祉タクシーの件についてお尋ねします。この中で

福祉タクシーは４８枚ということですけど、この枚数が足らない方が、何人か足ら

ないという意見を聞きました。これの４８枚の基準となるのは何なのでしょうか。 

それから続いてお尋ねします。ファミリーサポート支援事業ですけど、これの利

用者の方の利用料の支援とかいうのはないのでしょうか。以前にもちろん核家族で

ご両親も若くて、まだ仕事が休めないと言われて、子どもさん預けたいといわれた

んですけど、一日預けたいと言われたんですけど、利用料が高くて預けられなかっ

たって聞いたんですけど、こういった利用料の支援があるかないかについてお尋ね

します。 

○委員長（髙木法生君） ２件でいいですね。はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） 三好委員の質問でございます。最初の福

祉タクシーの４８枚の件でございますけれども、特に４８というところがどこから

ということは、ちょっと今現在では把握しておりません。１週間に１枚ということ

になっておるみたいでございます。県内自治体の状況につきましても５００円、１

枚５００円で若しくは初乗り料金ということがほかの自治体も多くございます。ち

ょっと回答になってるかどうかわかりませんけれども、以上でございます。 

それからファミリーサポートの支援につきましては、社会福祉協議会に委託して

おりまして、一応現在はボランティアという形でお願いをしてるようでございます

ので、三好委員さんのご指摘がありました件につきましては、ちょっと再度確認し

て、今後検討して参りたいとこういうふうに思っております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 福祉タクシーの件ですけど、これ４８枚では足らなくて、タ

クシーのドライバーの方が利用される方を乗せられて、気の毒だからもう何とかな

らんのかねとか言われて、増やして貰うようにしていかなければいけないと思いま

すが、その中で透析の方は病院に行かれた回数の支援があるようなこと聞いたので

すが、透析の方はどうなってるのかと思うのです。病院に行かれた枚数ほど支給さ

れてるのでしたら、こういった福祉タクシーで障害者の方が乗られるんですけど、

行かれるのは病院に行かれるんですけど、病院に行った時の証明というか、診察券

ありますよね、それで利用した場合にはその分ほど、４８枚プラス通院の枚数とか

いうふうに改善は出来ないものかと思いますが、そういうことはお考えなのでしょ
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うか。どうでしょうか。お尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） 最初のご質問でございます。透析患者の

場合につきましては、通常は４８回ということでございますけども、透析患者にお

きましては最大２８８枚、ですから６冊ですかね最大で、一応そういう規定を設け

ております。その後の件につきましては、今の最大２８８枚ということでご理解い

ただければと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 透析の方が悪いといってるのではありません。障害の方も病

院に行かれます。それで４８枚で打ち切りというのはどうかと思いますので、やは

りそういった通院された方には、福祉タクシーの券を追加していただくようにでき

ないものかと思いますので、今後考えていただきたいと思いますが、その点再度お

尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、福田市民福祉部長。 

○市民福祉部長（福田和司君） 只今のご質問にお答えいたします。福祉タクシーの

助成事業につきまして、市の財政の状況も踏まえて、全ての患者さんに行かれた分

ほど出すのが一番よろしいかと思いますが、財政面も含めまして今後どういった形

がよいか検討した上で、改めてこのままいくのか若干でも上乗せを考えるのかとい

うことも含めて検討させて下さい。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） ４５ページをお願いします。下のところに表がありますが、

公立保育園の運営経費の中の児童の定員と入所児童数というのがあります。この中

で特に目立つのが、大田保育園の６０人に対して６２人、その下のほうは美東町で

すが、真長田が４５人で３３人、赤郷が４５人で１３人、綾木が４５人で１１人と

いうふうな数字が出ております。大田の保育所の先生はもちろん子どもの数によっ

ては先生の数は違うと思いますが、負担が相当あるようですし、その辺のことは、

現状はどのようになってるんでしょうか。ご説明をお願いいたします。 

○委員長（髙木法生君） はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） ご質問にお答えいたします。大田保育園

につきましては建物も大変古うございまして、なおかつ近隣山口市等からの保育園

の入所者の方も結構おられまして、定員が少しお二人ほどオーバーしてますが、そ
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ういう状況でございまして、翌年度の児童数等を見込みまして、職員・保育士さん

とかの配置も当然考えるわけでございますけれども、その辺りで大田保育園につき

ましては定員いっぱいの状況が続いておりますので、保育士さんの負担が増になっ

てることは確かでございますので、来年度に向けて検討し、適正な配置に努めてい

きたいと考えております。 

○委員長（髙木法生君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） これは２３年度の決算書で、今はもう２４年度に入ってます

よね。現状はどうなんでしょうか。それからもう一つは、例えば今、山口とか近隣

の方が確かに美祢からもよそに行っておられる方もおられますけど、それをやっぱ

り綾木とか、小郡であれば真長田に近いし、その辺の仕分けと言うとご無礼ですけ

ど、そのへんのことのお願いなんかは、やっぱり希望されるところが最優先という

ことなんでしょうか。お尋ねいたします。 

○委員長（髙木法生君） はい、三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） 入所に関しましては、当然保護者方のご

希望に添うように努力しております。ただ定員等で入所がちょっと難しい場合に

は、近隣の保育所、秋吉保育園とかのほうに仕方なく行ってもらうケースも若干ご

ざいます。そういう状況でございます。（発言する者あり）現状の入所者数でござ

いますか。ちょっと、今、手元に資料がないので、ここではちょっとお答えが出来

ません。（「それでは後程になりますか」と呼ぶ者あり）はい、資料出します。 

○委員長（髙木法生君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 今質問したことをまた十分ご理解いただきまして、先生方の

負担やら、また近隣からのいらっしゃる園児さんに対するご配慮をお願いします。

答弁はいりません。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質問なしと認め、質問を終わります。 

 次に衛生費を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、岡藤生活環

境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（岡藤克昌君） それでは決算書の６８ページでございま

す。続きまして、項１保健衛生費・目保健衛生経費でございます。１として未給水

地区飲料水水源確保事業でございます。２３年度８件、２２４万円の補助金を支出
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しております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 井上健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（井上孝志君） それでは引き続きまして、同じく４７ペ

ージでございます。１目保健衛生総務費の２番目食生活推進活動事業の説明をいた

します。この事業では学校、幼稚園、保育園、農協、教育委員会、宇部健康福祉セ

ンターなど関係機関で食育ネットワーク会議を開催し、協議や研修を実施しており

ます。また親と子の料理教室や高齢者料理教室など食生活改善を通じて地域の健康

づくりの推進を図っておりますが、延べ実施人数は１万５，４９６人となってお

り、委託料として美祢市食生活推進協議会に２３２万５，０００円を支出しており

ます。 

３番目、地域医療推進協議会ですが、美祢市地域医療推進協議会を３回開催し、

美祢市の地域医療の現状把握と地域医療体制の課題の検討を行い、美祢市の地域医

療を支え育てる条例案の作成と美祢市の地域医療を支え育てる基本計画、アクショ

ンプランを作成いたしました。支出については委員報酬、費用弁償、アクションプ

ラン作成経費などで、４６万９，０００円を支出しております。 

４番目地域医療シンポジウム開催経費ですが、美祢市の地域医療を支え育てる条

例が平成２３年９月３０日に制定されたことから、それの周知と美祢市の地域医療

の現状、課題を市民の皆様にご理解いただくことを目的として、平成２３年１２月

１１日、日曜日に美祢市民会館でシンポジウムを開催いたしました。特別講演とし

て俳優の仁科亜季子さんに元気な明日のためにがんに負けないという演題で講演を

行って頂き、６名のパネラーによる今、美祢市の地域医療を考えると題してのパネ

ルディスカッションを行いました。参加者は４５２名、費用は１５４万８，０００

円でしたが、その内１５０万円は自治総合センターからの補助金で対応いたしまし

た。 

５一次救急医療委託料につきましては、日曜休日の当番医業務を医師会に委託し

て行っており、美祢市医師会に３７６万５，０００円、美祢郡医師会に３１９万

８，０００円、合計６９６万３，０００円を委託料として支払いをいたしました。 

６番目、二次救急医療運営費負担金ですが、二次救急医療を輪番制で行っている

宇部小野田地域に１９６万４，０００円を、山口地域に２４９万４，０００円を、

合計４４５万８，０００円を支出しております。 

  続きまして、２目予防費に移ります。１予防接種事業では、予防接種法に基づき
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急性灰白髄炎など定期の予防接種、任意接種になりますが、中学１年生から高校１

年生相当年齢の子宮頸がんワクチンなどを実施いたしました。集団及び戸別によ

り、計９，６９９人に接種し、７，７１９万円を支出しております。 

２番目の健康増進計画ダイジェスト版作成経費ですが、平成２２年度に作成いた

しましたいきいき健康みね２１のダイジェスト版を作成し、各家庭に配布いたしま

した経費で、１９万６，０００円を支出しております。 

３番目のがん検診等事業では、胃がん検診から基本検診まで、延べ１万９０６人

に実施、健康教育、訪問指導、健康相談を延べ７，８３６人に実施し、その費用と

して、３，９９２万４，０００円を支出しております。 

４番目の女性特有のがん検診推進事業では、子宮がん及び乳がん検診を延べ３８

５人に実施し、２９４万２，０００円を支出しております。 

続きまして、４８ページをお開き下さい。５番目の心の健康サポート事業です

が、平成２２年度は自殺対策事業として、相談を受けることの多い民生児童委員さ

んに対し、研修会を３地区で実施しましたが、２３年度は更に幅を広げることを目

的に、母子保健推進委員及び食生活改善推進委員さんを対象に研修会を開催し、４

２名のご参加をいただきました。また一般市民対象の講演会を２回開催し、６８名

が参加、福祉の市で関連パンフレットを配布いたしましたが、これらの経費とし

て、４５万円を支出しております。 

  続きまして、３目母子衛生費でございます。１母子保健事業として、妊婦、乳児

など保健相談事業や乳児検診、１歳６ヶ月、３歳児検診など延べ７，９０９人、

２，４００万４，０００円を支出しております。 

  続きまして、不用額についてご説明をいたします。歳入歳出決算書の７０、７１

ページをお開き下さい。７０、７１ページでございます。 

２目の予防費の委託料６８５万５，００２円の不用額が発生をしております。こ

れは、がん検診の受診者と女性特有のがん検診受診者が予定より減ったことによる

委託料の減によるものであります。また同じページの３目母子衛生費の委託料に４

７０万２，６５６円の不用額が発生しております。これは妊婦検診の受診者が予定

より減ったことによる委託料の減によるものです。なお歳入につきまして、収入未

済額はございません。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 岡藤生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（岡藤克昌君） 続きまして、目４環境衛生費でございま
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す。１でございますが、犬・猫等収容でございます。快適な環境づくりの一環とし

て不用な犬猫等の引取等を行っています。平成２３年度の頭数は下記のようになっ

ております。 

２番目でございます。狂犬病予防法に基づきまして、予防注射を実施しておりま

す。平成２３年度は１，６２０頭でございます。 

３番目でございます。地球温暖化防止に係る市民への啓発活動を目的として、エ

コキャップ回収ボックスを美祢市内の公民館等に設置しております。緑のカーテン

でございますが、美祢市内の小中学校に花の苗等を配布し、温暖化防止環境学習に

努めています。 

  目５斎場費でございます。１番美祢市斎場のゆうすげ苑でございますけれども、

指定管理者により指定管理を行っています。その委託料として、１，６５０万円支

出しております。 

２番目でございますが、ゆうすげ苑動物火葬業務委託料でございますが、美祢市

内の市道などで弊獣した犬猫等の火葬業務委託料が４５万円でございます。 

３番目でございますが、船窪山斎場の委託料として、５４３万６，０００円でご

ざいます。 

  目６環境保全費でございます。麦川坑内水臭気対策事業でございます。この問題

は、麦川地区の長年の懸案事項であります臭気問題解決に向けての事業でありま

す。 

  項清掃費・目清掃総務費でございます。合併浄化槽の設置整備事業として、２，

２６４万円を支出しております。５人槽が２０基ほかとなっております。 

次に、目塵芥処理費でございます。ゴミ処理の状況でございますけれども、可燃

物６，９８２トン、不燃物で委託処分したものは、約１１５トン、埋め立て処分量

は約２６７トンでございます。 

２番目の資源物処理状況でございますけれども、まず空き缶処理量は約９３トン

となっております。その他は以下のとおりでございます。 

３番目の集団回収量でございます。量は表のとおりです。 

次に４番目でございます。ダンボールコンポストモニター事業で１６万円支出し

ています。 

５番目でございますけれども、市民の方がごみ集積所に搬出された可燃物、不燃

物の収容運搬でございます。この委託料として、７，９２８万６，０００円を支出
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しています。 

６番目でございますけれども、美祢市の旧処分場の土砂除去でございます。２８

万４，０００円を支出しています。 

７番目でございますけれども、カルストクリーンセンター管理運営費でございま

す。カルストクリーンセンターは、市民の方が搬入された可燃物を固形燃料として

おります。管理運営経費として、１億３，０７７万７，０００円を支出していま

す。 

８番目でございますけれども、リサイクルセンターの管理委託料として２，０８

４万４，０００円を支出しています。 

９番目でございますけれども、美祢最終処分場の管理委託料として、６９４万

８，０００円を支出しています。 

  続きまして、５０ページでございますけれども、目し尿処理費でございます。美

祢市のし尿の処理施設でございます衛生センター管理運営費として、４，５５５万

８，０００円を支出しています。 

  次に、不用額につきましてご説明をいたします。決算書の７４ページ、７５ペー

ジをお開き下さい。 

目２塵芥処理費・節１１需用費の不用額５４６万１，４０９円の主なものはゴミ

袋の入札等によるものでございます。節１３委託料、不用額１，２５０万５，０５

１円の主なものは、一般廃棄物の収集運搬委託料約３１６万４，０００円減、美祢

市リサイクルセンター等へ搬入される廃プラスチックなどの減少に伴う処分費約３

４２万６，０００円の減、カルストクリーンセンターの委託料約３４０万３，００

０円の減でございます。 

次に目３し尿処理費について不用額を申し上げます。決算書の７６、７７ページ

でございます。節１３委託料でございます。２０１万１，９１８円の不用額でござ

いますけれども、これは脱脂汚泥処分費等の減によるものでございます。節１６原

材料費でございます。１３６万７，０７３円の不用額でございますけれども、これ

は、し尿を処理するための薬剤の入札減によるものでございます。 

それでは、成果報告書でございます。５０ページでございますけれども、項水道

費でございます。目水道施設費でございますけれども、１水道事業会計操出金でご

ざいます。２億９，０１８万８，０００円を支出しております。以上でございま

す。 
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○委員長（髙木法生君） 井上健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（井上孝志君） 続きまして、同じページの４項病院費・

１目病院事業費でございます。病院等事業会計操出金といたしまして、美祢市立病

院に３億３，６５１万５，０００円、美祢市立美東病院に３億９，０１２万４，０

００円、グリーンヒル美祢に３，９０２万２，０００円、訪問看護事業に８０万

６，０００円、病院改革事業に５，１２４万５，０００円、合計８億１，７７１万

２，０００円を支出しております。これは操出基準に基づきまして、財政当局と病

院会計との間で話した結果の操出金でございます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 環境保全費の麦川坑内水臭気対策事業ですが、１７６万とい

うことですが、これの成果と今後の見通しが分かれば教えていただきたいと思いま

す。 

○委員長（髙木法生君） はい、岡藤生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（岡藤克昌君） この問題は昭和４７年からずっとある問

題でございます。現在山口大学とともに調査中でございます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、福田市民福祉部長。 

○市民福祉部長（福田和司君） 成果ということでございますが、４年前からこの事

業に具体的に対応しておりまして、宇部興産さんとともに軽減対策のいろいろの施

策を実践をさせていただいておりますが、なかなか根本的な解決までに至ってない

ということが現状でございます。しかしながら只今課長が申しましたように、今井

教授のほうとちょっと企業の名前は挙げれませんが、解消に向けた検討をしていた

だいておりますことと、山陽無煙さんのほうの企業側と、ほかのそういった臭気も

含めて地元さんへのどういった対応なりが出来るかということも含めて、現在検討

させていただいておりまして、今年度中に地元の地域の方とそこら辺も含めまし

て、具体的な話が出来た時点で再度協議をさせていただきたいと思っております。

現状につきましては以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、岡山委員。 

○医院（岡山 隆君） しっかりと今度１０月１日には総括質問、市長が来られてか

らしっかりやっていきたいとは思っております。 

その前にですねちょっと予防費でちょっと気になったのが、１億２，９２３万
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３，０００円ついておって、不用額が８０８万６，０００円、こういう形でなって

おります。特にがん検診等事業、私ですねこの件数とか人数が書いておりますけれ

ども、実際パーセンテージで受診率が何％になるかということが明確になってな

い。前回確かあったけれども非常に低い数字であったということで、低い数字じゃ

から出したくないというそういう思いもあるのかどうかわかりませんけれども、い

ずれにしても、私はこの不用額が出ない程度にですね、しっかりとこうした検診を

推進してやって行くというのが、本来行政としての仕事をきちっとやってるという

ことを私は見ていくんですけれども、こういったところのものが不用額として残っ

てるというのは、本当に私はよろしくないと思ってますので、今後この辺について

どのように思われているか、ちょっとこの辺のお話をしていただきたいと思いま

す。 

○委員長（髙木法生君） 井上健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（井上孝志君） 岡山委員のご質問にお答えいたします。

確かに不用額がそれぞれ先程不用額のご説明いたしましたように、がん検診とそれ

から妊婦検診で合わせまして、８００万円出ております。 

当初の見込みでは結構多くの方、あるいは予算査定ではそれをさらにちょっと予

算の関係もありますので、若干こちらの要望よりは削ってる関係もございますけれ

ども、今の美祢市におきますがん検診の実際の受診者の率につきましては約３

０％、ちょっと３０を切っておりますけれども、これもがんの種類によって違いま

すので、ちょっと一律には申せませんが、県の平均は超えております。だから良い

というわけではございませんが、今までもいろんな取り組み、周知徹底も含めまし

てやっておりまして、一応県の平均以上はやってますが、更にこれを強めていこう

という運動は広報含めましてやって行こうと思っております。 

かなり美祢市内も高齢化が進んでおります。実際に高齢者の方で日常的に病院に

掛かっていらっしゃる方といわれる方は日常の検診あるいは検査の中でやっていら

っしゃいますので、これがなかなか検診率を上げるというところでは厳しい部分も

あるという現状はご理解いただければと思っておりますけれども、これまで以上に

検診率については上げていきたいというふうに思っております。以上でございま

す。 

○委員長（髙木法生君） はい、岡山委員。 

○医院（岡山 隆君） その辺のとこはよく分かっておるつもりです。いずれにして
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も会社員であれば当然胃がん検診とかそういった肺がん検診されてます。公務員で

あれば全員されてるわけですね。なかなかそういった面で検診率のパーセンテージ

をきちっと出していくというのは、なかなか難しいところはあると思っております

けれども、いずれにしても行政でしっかりと当初予算で予防費として出した額に対

して、やっぱしこの不用額が残らないようにしっかりしていくということは、大切

なことであると思っておりますので、どうかこれについては今後よう検討されて不

用額の残らないような、こういった検診率をしっかりと少しでも上げていくような

方向で頑張っていただきたいことをお願い申し上げます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） ほかに。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 予防費についてお尋ねします。私は育児から遠のいたので、

ちょっとこのシステムがよく分からないんですけど、ポリオと３種混合と２種混合

を受ける場合に小児科でないと受けられないのではないかと思うんですが、この委

託料は市外の医院さんたちにもあるのでしょうか。美東病院は小児科がないので受

けたい方は市外に行って受けておられるのか、それとも昔のように期間を決めて集

団的に受けられているのか、この委託料が市内の二つの病院と個人の開業医さんの

中で行われてるのかと思うんですが、どのようなシステムになってるのでしょうか

お尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、井上健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（井上孝志君） 三好委員さんのご質問にお答えいたしま

す。実はポリオにつきましては、今年の８月いっぱいまで集団接種という形で取っ

ておりました。ただ、この９月から国の方針が変わりまして、個別接種しかもワク

チンが不活化ポリオワクチンに変わるということで、うちのほうも予算の関係があ

りますので１２月にこれに関してやりますが、個別接種の方針に変わったいうこと

をまずひとつご理解、ご報告をいたします。 

それから予防接種については、小児科だからできて、それ以外だからできないと

いうことはございません。開業医の先生、あるいは市立病院でこの予防接種はでき

るというふうに届出を県のほうにされます。それに基づきまして、私どものほうは

この市内及び近隣に多分行かれるだろうという医療機関を中心に、県の医師会と予

防接種についての契約を県医師会と統一した契約を結びます。 

ですから、基本的に県内のそういう予防接種をやりましょうという医療機関であ

れば、どこでも受けることはできるということになります。医療機関によっては、



－55－ 

ちょっと乳児なのでうちは小児科がないからきついといわれる医療機関もございま

すし、先生によっては乳児でも予防接種の接種だけですから特に問題ないのでやり

ますよという方もいらっしゃいますので、個々によって違いますので、その辺りは

各医療機関に問い合わせをしていただいて、あるいは私どもも実際に４月に出す時

に、医療機関で接種できますよということはお知らせをしてやっております。以上

でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） はい、わかりました。ここに示されてる人数は市外の医院さ

んの方もあるということですね。市内だけではないということですね。 

○委員長（髙木法生君） はい、井上健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（井上孝志君） お答えいたします。おっしゃるとおり市

内、市外全て含めた市内の乳児・幼児の予防接種の人数ということでございます。 

○委員長（髙木法生君） よろしいですか。ほかに質疑はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 この際、説明員交代のため暫時、２時１５分まで休憩いたします。 

午後２時００分休憩 

 

    午後２時１５分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に続き委員会を開きます。 

次に消防費を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、西岡消防本

部次長。 

○消防本部次長（西岡博和君） 消防費について説明をさせて頂きます。主要施策成

果報告書の６２ページをお願いいたします。 

９款消防費・１項消防費・目１常備消防費について主だったものについてご説明

を申し上げます。 

１県消防学校教育派遣経費といたしまして、１０３万８，０００円、２救急救命

士気管挿管追加講習派遣経費としまして、２６万３，０００円、６救急講習用資機

材、これはＡＥＤのトレーナーの整備になりますが、９万７，０００円、７救助活

動用資機材、これはゴムボートの整備になります。３１万３，０００円、東部出張

所へ配備をいたしております。１０通信指令業務共同運用経費といたしまして、６
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３万２，０００円、これは司令センターの整備に係る実施設計の経費負担金になり

ます。２非常備消防費、１県消防学校教育派遣経費としまして、５万５，０００

円、２住宅用火災警報器設置推進経費といたしまして、８３万５，０００円、これ

は消防団員によります市内８，３４７世帯の調査にかかった経費であります。５災

害活動用資機材、これは投光器付き発電機を整備いたしました。６１万９，０００

円、これにつきましては石油対策補助金事業で対応をいたしております。６消防ポ

ンプ自動車更新整備に係ります１，６２７万５，０００円、これは美東方面隊真長

田第１部隊の車両の更新整備です。次の表につきましては、消防団の出動状況につ

いて記載をさせていただいております。総勢３，０１０人の消防団員が出動をいた

しております。 

  ３消防施設費、１耐震性貯水槽設置工事、市内２箇所について行っております。

１，０１９万６，０００円、これにつきましては、消防防災施設整備費補助金事業

で対応をいたしております。 

４水防費、１災害用土のう袋４万２，０００円及び２災害活動用スコップ１９万

１，０００円を行っております。各消防部隊に２本ずつの配備をいたしました。 

次に、歳入歳出決算書の１０６、１０７ページをお願いいたします。１０７ペー

ジの最上段になります。節の１５工事請負費、繰越明許費ですが、２２７万８，０

００円、これは全国瞬時警報システム、通称Ｊアラートの整備事業であります。こ

れは国の補正予算（第３号）消防防災通信基盤整備費補助事業で全額を対応するも

のであります。以上で消防費について説明を終わらさせていただきます。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

次に教育費を議題といたします。執行部より説明を求めます。月成学校教育課

長。 

○教育委員会学校教育課長（月成庄造君） 失礼します。それでは主要施策成果報告

書の６３ページをお開き下さい。 

教育費・教育総務費・目１教育委員会費でございます。１教科用図書採択事業費

として、１２万４，０００円を支出しております。これは今年度に使用する中学校

の全教科の教科用図書を採択するための採択地区の協議会等の運営経費でございま
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す。 

続きまして、３目指導費、１学力向上対策プロジェクト事業として、１２６万

３，０００円を支出しております。これは全国との学力の比較を行う上で、小学校

５年生と中学校全学年でＣＲＴテスト、これは標準学力調査といわれてるものです

が、これを実施してるところです。 

４美祢市栄光賞等表彰経費１４万６，０００円、これは美祢市の小中学校で文

化、スポーツ等で活躍した生徒を顕彰するものでございます。昨年度は８０人分を

支出しております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） 末益教育総務課長。 

○教育委員会事務局教育総務課長（末益正美君） 続きまして、目４の高等学校費で

ございます。総額で１，３８０万円を支出しております。これは私学振興補助金で

ありまして、市内私立高校１校に対する運営補助金として、１，３８０万円を支出

しておるところでございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、月成学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（月成庄造君） 続きまして、５目外国青年英語指導事業

費でございます。ＪＥＴプログラムのＡＬＴの召致に係るお金でございます。１２

万２，０００円と４万５，０００円を支出しております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 末益教育総務課長。 

○教育委員会事務局教育総務課長（末益正美君） 続きまして、項の２小学校費・目

１の学校管理費でございます。この主な事業といたしましては、小学校２２校の学

校運営維持のための経費といたしまして、９，５５１万９，０００円を支出してお

ります。これは学校の光熱水費とか学校や関係警備委託料、それから浄化水槽等に

支出したものでございます。 

次に、スクールバス運行経費といたしまして、３７５万３，０００円を支出して

おります。これは交通の不便な地域の伊佐小、大田小の児童タクシー会社に委託い

たしまして、送迎してるものでございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） 月成学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（月成庄造君） 続きまして、２目教育振興費でございま

す。主な事業を説明させていただきます。 

まず１教科書改訂に伴う教師用教科書・指導書・指導教材購入費として、２，２

７１万３，０００円を支出しております。先程申し上げました新しい教科書に伴う
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教師用の指導書等でございます。 

４就学援助事業、就学困難と認められる児童の保護者に対する援助でございま

す。昨年度は１８３名、１，２０３万３，０００円を支出しております。就学指導

費として、１８３名分、それから特別教育の就学指導費として、１５名分を支出し

ております。 

続きまして、６４ページをお開き下さい。８社会科副読本事業、ふるさと美祢作

成経費として、１７８万７，０００円を支出しております。今年度新たに昨年度か

ら作りましたふるさと美祢を小学校の３、４年生のほうに配布をしております。ふ

るさと教材として、市独自で作成してるものでございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） 末益教育総務課長。 

○教育委員会事務局教育総務課長（末益正美君） 続きまして、目の３学校施設整備

費でございます。この主な事業といたしましては、ここへ掲げております１から７

の工事費について支出をしておるところでございます。なお、５，４３７万８，０

００円の繰り越しがございますが、これにつきましては伊佐小・重安小の屋体と嘉

万小の教室棟の耐震補強工事に係る経費の繰り越しでございます。 

続きまして、目の１学校管理費でございます。この主な事業といたしましては、

市内中学校８校の学校運営維持のための経費といたしまして、４，７２４万円を支

出しております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 月成学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（月成庄造君） 続きまして、目２教育振興費でありま

す。その中の主な事業をご説明いたします。 

３就学援助事業でございます。小学校と同じように中学校にも就学援助の事業を

行っており、１，０７５万９，０００円を支出しております。就学援助費これは１

００名と特別支援教育のほうには１３名でございます。 

同じく４遠距離通学費補助金として、１１５名に対して、１，４８７万１，０００

円を支出しております。内訳は美東中が９３名、それから大嶺中が１３名等となっ

ています。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 末益教育総務課長。 

○教育委員会事務局教育総務課長（末益正美君） 続きまして、中学校費の目３学校

整備施設整備費でございます。主な事業といたしましては、ここに掲げております

１から６の工事費等と６５ページの一番上にあります７から１０の大嶺中学校の改
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築工事関係につきまして、支出をしておるところでございます。 

続きまして、項４・目１の幼稚園費でございます。この幼稚園費の主要な事業と

いたしましては、まず幼稚園就園奨励費補助金といたしまして、２，０３７万７，

０００円を支出しております。これは私立幼稚園の保護者の経費的負担を軽減する

ための減免を行うものでございます。 

次に幼児教育振興補助金といたしまして、２２６万８，０００円を支出しており

ます。これは私立幼稚園の幼児教育にかかる経費の補助金でございます。 

それから地域子育て創生事業補助金といたしまして、３３万１，０００円を支出

しておるところでございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、佐々木社会教育課長。 

○教育委員会社会教育課長（佐々木彰宣君） それでは続きまして、５項社会教育

費・目１社会教育総務費でございます。 

子どもいきいき体験事業補助金といたしまして、７０万円を支出しております。

この事業は美祢市と山梨市の子どもたちが交互に訪問し、交流を行ってる事業でご

ざいまして、２３年度は美祢市から小学生３３名、中高生７名の４０名が参加して

おり、山梨市からは小学生１３名、中高生６名の１９名が参加しております。 

続きまして、社会教育団体助成事業でございます。活動団体といたしまして、美

祢市連合婦人会ほか９団体に総額３１４万１，０００円を支出しております。 

続いて、放課後子ども教室運営事業といたしまして、３１９万１，０００円を支

出しております。これは子どもの安全・安心な居場所を作るということで、国と県

より３分の２の補助をいただいて実施している事業でございます。市内には１７教

室ありまして、地域の方々の参加を得てさまざまな体験活動や学習活動を行ってお

ります。対象は全て児童・生徒でございます。 

続きまして、６６ページをお開き下さい。秋吉台国際芸術村指定管理委託料でご

ざいますが、現在財団が管理をしております。これに対する委託料といたしまし

て、２，８７７万７，０００円を支出しております。 

続きまして、目２公民館費でございます。市内には１３の公民館がございます

が、各公民館で開催されております学習活動の報償費及び需用費並びに施設の維持

管理費等に伴う業務といたしまして、４，０６５万２，０００円を支出しておりま

す。１でございますが、社会教育課で１，８４１万５，０００円を支出しておりま

す。ここに記載しておりますのは、緊急を要した６公民館分の修繕といたしまして
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８件、１０５万９，０００円でございます。２の大嶺公民館から１４の岩永公民館

まではそれぞれの公民館で実施しております生涯学習に係る講座、学級の講師謝金

及び管理運営経費等でございます。なお各公民館の下段には利用状況を記載してお

ります。 

続きまして、目３図書館費でございます。美祢図書館運営事業といたしまして、

１，２９８万４，０００円を支出しております。これは修繕費並びに図書の購入費

等として支出しております。美東図書館運営事業、秋芳図書館運営事業につきまし

ても同様でございます。また図書館の利用状況を記載しておりますが、３館合わせ

て延べ２万６，６４０人の方がご利用になり、年間１０万１，２６１冊の貸出を行

っているところでございます。 

続きまして、目４市民会館費でございますが、訂正をお願いいたします。市民館

費の下段、２特殊建築物定期報告調査業務委託及び３外壁打診検査業務委託につき

ましては、１の美祢市民会館施設維持管理等に伴う業務に記載しておりますので削

除をお願いいたします。それでは改めまして、市民会館費でございますが、市民会

館管理運営事業といたしまして、１，９２４万５，０００円を支出しております。

この内市民会館の施設維持管理等に１８５万３，０００円を支出しております。な

お利用状況につきましては、年間４万３，５６６人の方が利用されております。以

上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、高橋文化財保護課長。 

○教育委員会文化財保護課長（高橋文雄君） 続きまして、目５文化財保護費につい

て説明いたします。主な事業として、１長登銅山跡土地買上事業に９５５万１，０

００円を支出しております。これは史跡長登銅山跡の整備活用を進めるため５ヶ年

計画で公有地化している事業で、２３年度は約１万９，０００平方メートルを公有

地化しております。 

次に、２長登銅山跡保存管理計画策定経費として、２１４万５，０００円を支出

しております。これは史跡の保存整備推進のために保存管理計画を策定したもので

ございます。 

  続きまして、目６文化施設費であります。これは文化財保護課所管の各施設運営

のための経費で歴史民俗資料館運営経費として、４６２万５，０００円、化石採集

場運営事業として、２３万９，０００円、化石館運営経費として、５２０万７，０

００円、長登銅山文化交流館運営経費として、８７２万５，０００円、総額１，８
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７９万６，０００円を支出しております。各施設の利用状況は一覧表の通りであ

り、合計１万７，２１７人の方にご利用頂いております。 

次のページをお開き下さい。続きまして、目７秋吉台科学博物館費であります。

これは秋吉台科学博物館運営のための経費で、８８３万７，０００円を支出してお

ります。博物館は４万９３５人の方にご利用をいただいております。以上で説明を

終わります。 

○委員長（髙木法生君） はい、佐々木社会教育課長。 

○教育委員会社会教育課長（佐々木彰宣君） 続きまして、目８生涯学習のまちづく

り推進事業費でございます。生涯学習推進事業といたしまして、１５８万３，００

０円を支出しております。１１月を文化に親しむ月間といたしまして、生涯学習推

進大会及び文化祭を市民の参加のもとに開催しております。推進大会では優秀作品

や花いっぱいコンクール花壇等の表彰を行っております。また１１月３日から２０

日までのあいだ芸能祭り等各種文化行事が開催された文化祭では、期間中２，７１

６名の参加者がありました。 

次に、市民大学講座運営事業といたしまして、１６４万４，０００円を支出して

おります。これは生涯学習の一環としまして、文化人等お招きし市民の方の教養を

深めていただくことを目的に講座を開催しております。昨年度は１０月２２日に養

老孟司さん、１０月２９日には米良美一さんをお招きしております。なお２回の講

座開催で延べ９５０人の受講をいただいていたところでございます。 

続きまして、目９花づくり推進事業費でございます。花づくり推進事業といたし

まして、１，２３９万９，０００円を支出しております。生涯学習の一環としての

花づくり推進を目的にフラワーセンターにおきまして花の苗を栽培し、６月と１１

月の２回、市民総社会参加活動において、市内の幼稚園、保育園、小・中学校、高

校、施設、企業等に花の苗を配布しております。なお昨年の参加者は６，０５０人

となっております。また厚狭川沿いの桜並木１１８本の管理等に伴う事業も行って

おります。 

  続きまして、目１０美東センター費でございます。美東センター管理事業といた

しまして、６６２万６，０００円を支出しております。これは美東センターの施設

維持管理等に伴います経費でございます。利用状況を記載しておりますが、年間で

述べ１万２，５９０人の方が利用されております。 

  続きまして、目１１来福センター費でございます。来福センター運営事業といた
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しまして、８６７万４，０００円を支出しております。これは市民の生涯学習の推

進と生涯スポーツの振興、文化活動の充実を目的とした集会施設としての当センタ

ーの管理運営業務伴います経費でございます。年間の利用者数は延べ１万５，８１

１人となっております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 内藤体育振興課長。 

○教育委員会体育振興課長（内藤賢治君） 続きまして、６項保健体育費・目保健体

育総務費でございます。 

主な事業といたしまして、社会体育開催事業に３５６万９，０００円を支出して

おります。内訳といたしまして、美祢市駅伝競走大会開催事業に１０７万円、市外

からの参加５チームを含む９３チームで開催をいたしました。次に、美祢秋吉台高

原マラソン開催事業に２２０万円、約２，７００名の参加のうち市外から約２，４

００名、市内約３００名の参加で実施をいたしました。次に、美祢市民体育祭開催

事業に２９万９，０００円、昨年は国体と時期が重なった関係で内容を縮小して開

催をいたしました。 

次に、３番ドリームベースボール補助金ですが、ドリームベースボール開催にか

かる経費として、名球会ベースボールフェステバル実行委員会へ補助金として、１

１７万９，０００円を支出しております。 

  次に、体育施設費でございます。主な事業といたしまして、市民球場経費に１，

４２３万７，０００円を支出しております。そのうち５８７万円が山口国体関連施

設整備による放送施設取替工事でございます。 

次に、温水プール運営経費といたしまして、２，８４５万２，０００円、市民プ

ール運営経費といたしまして、２６６万５，０００円、体育館運営経費といたしま

して、１，０９１万３，０００円を支出しております。また、体育施設の利用状況

でありますが、以下の一覧表の通りとなっております。 

次に不用額についてでありますが、歳入歳出決算書の１２８、１２９ページをお

開き下さい。 

款教育費・項保健体育費・目体育施設費・節賃金、不用額３７３万５，９８５円

でございます。これは主な理由といたしまして、温水プールの指導員が産休及び育

休を取得したことと、秋芳プールの故障により、プールの開設ができなかったため

不用額となったものであります。 

次に節需用費、不用額２６２万８，０８７円でございますが、これは温水プール
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や体育館など細目七つの事業経費の合計でございますが、光熱水費、薬品代など経

費節減に努めた結果不用額となったものでございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） 末益教育総務課長。 

○教育委員会事務局教育総務課長（末益正美君） １０教育費・６保健体育費の目３

給食施設費でございます。この給食施設費につきましては、学校給食共同調理場等

の運営経費でございます。これで７，０９６万８，０００円を支出しております。

この主な内容といたしましては、給食パート職員賃金の３１人分と後は電気、水

道、ガス代、それから８箇所あります共同調理場の給食運搬経費でございます。以

上です。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 中学校費についてお尋ねします。５番目の問題を抱える子ど

も等の自立支援事業なんですが、これは何らかの理由で学校に行けなくなった不登

校というか、何らかの理由で学校に行けなくなった子どもたち、児童・生徒を対象

とした事業だと思いますが、この美祢市で学級が１箇所だと聞いてますが、不登校

の子どもは、今、実際何人いらっしゃるかと把握していらっしゃいますでしょう

か。 

○委員長（髙木法生君） はい、月成学校教育課長。 

○教育委員会事務局学校教育課長（月成庄造君） 三好委員の質問にお答えします。

不登校の人数についてですが、現在正確な数字ということ調査をしてる手持ちがあ

りませんが、今年度は中学校がちょっと増えています。約８、９名だったと思いま

すが、正確な数字はまた後でお渡しをします。小学校のほうは中学校に比べればず

いぶん少ない人数です。 

先程少しお話しいただいた支援教室でございますかね１箇所しかないということ

で、今１名ほどその支援教室のほうに毎週火曜日に来ております。これは委員さん

の質問にもあったんですが、支援教室については状況見ながら考えて行きたいとい

うことで、今１名のほうは学校復帰に向けてその支援教室で学んでいるところでご

ざいます。各学校のほうも不登校の児童・生徒については、学校でも十分に家庭と

連絡取り合いながら、一日も早く復帰ができるようにと努めているところではござ

います。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 
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○委員（三好睦子君） 子どもを不登校だから、そこで勉強させるというのではなく

て、何らかの理由で行けないから学校に行けるようにしてやるということで、そう

いった橋渡しの大事な仕事だと思います。そういった面で今、聞けば小学校・中学

校入れて１０人以上だということなんですが、これが１箇所だけでいいかと考えま

す。１箇所ではいけないと思います。各旧一市二町で１学級ずつぐらいあると本当

に子どもたちが救えるのではないかと思いますので、この点また、指導される先生

も増やして行かなければいけないと思いますが、その先生については元学校の先生

だったとか、そういった面を考えておられるかどうかも併せてお尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、月成学校教育課長。 

○教育委員会事務局学校教育課長（月成庄造君） 一つ開設箇所とそれから支援をす

る先生のご質問でございます。開設箇所については１箇所ということでお話しまし

たが、不登校の状況にも子どもたちによっていろんな状況があって、今のような施

設を開設しても、なかなかそこまで出てこれないという児童・生徒もございます。

このことについては教育委員会としてもしっかりそういう開設をしてるということ

を、学校のほうにもそれから保護者のほうにも提示をしております。ただなかなか

今のような状況で、家庭のほうからそちらのほうに足が向かないという子どもたち

の状況もありますので、それが増えて来るようになれば、今の開設箇所については

考えていきたいと思っています。只今地域にないからそこに行けないという状況で

はなくて、なかなかそこまで足が向かないという子もございますので、その辺のと

ころはまた教育委員会で状況を見ながら検討していきたいと思ってます。 

  それから指導員の先生方については、今２名で担当の指導主事と専門の委員さん

と対応を１箇所のところでしておるのですが、なかなか人的配置については予算も

伴うことですから、今後の検討課題となるとは思いますけども、例えば退職の校長

先生方にお願いをしていくなり、その辺のところも人数が増えていく状況になれば

考えていきたいと思っております。 

まだ状況が子どもたちの状況もそれぞれ年によって変わりますので、その辺もし

っかり教育委員会としては、把握をしていきながら対応して行きたいと思っており

ます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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  この際、説明員交代のため暫時、３時００分まで休憩をいたします。 

午後２時５０分休憩 

 

    午後３時０１分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に続き委員会を開きます。 

次に労働費を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、河村商工労

働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） それでは労働費の説明をさせていただき

ます。 

主要施策成果報告書の５０ページ、中段にございます５款労働費・１項労働諸

費・１目労働諸費でございます。 

まず就職祝金でございます。新規学校卒業者２４人分、転入就職者６人分、合わ

せまして３０人分、６０万円を支給しております。 

続きまして、人材・企業育成活性化事業委託料９６７万３，０００円を支出して

おります。 

続きまして、中小企業退職金共済制度補助金として、４１万８，０００円、美祢

市勤労福祉共済会補助金８万円を支出しております。 

○委員長（髙木法生君） はい、佐々木社会教育課長。 

○教育委員会事務局社会教育課長（佐々木彰宣君） 続きまして、目２勤労青少年ホ

ーム費でございます。勤労青少年ホーム管理運営事業費といたしまして、７０５万

９，０００円を支出しております。勤労青少年等の健全な育成と福祉の増進を図る

ことを目的に、クラブ活動の推進や教養を高めるための講座開催等を実施しており

ます。なお勤労青少年ホームの利用状況ですが、年間で述べ１万２３３人の方が利

用されております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 続きまして、５１ページの上段、３目農

 村勤労福祉センター費でございます。委託料といたしまして、農村勤労福祉センタ

 ー管理委託料１０２万８，０００円を支出しております。利用件数につきましては

 １４４件のご利用を頂いております。 

続きまして、４目勤労者福祉施設費でございます。勤労者福祉施設管理委託料と

いたしまして、１，９１１万５，０００円を支出しております。利用件数につきま
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しては、勤労福祉会館１，２７９件、勤労者総合福祉センター２，１９０件のご利

用を頂いております。 

続きまして、５目シルバー人材センター運営事業費でございます。美祢市シルバ

ー人材センター運営事業費補助金といたしまして、１，０９５万８，０００円を支

出しております。 

続きまして、未執行となった事業についてご説明いたします。歳入歳出決算書の

ほうをご準備願います。７８・７９ページでございます。ページ中段からが労働費

でございますが、そのうち１項労働諸費・１目労働諸費の２１節貸付金でございま

す。予算額と同額の２７０万６，０００円の未執行額が生じております。これにつ

きましてですが、県並びに県内の市町村が一体となって実施しております中小企業

勤労者小口融資制度並びに離職者緊急対策融資制度に係る預託金でございます。こ

ちらにつきましては、利用者がなかったことによりまして預託の必要がなかったと

いうことによるものでございます。以上で労働費の説明を終わります。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 労働費・項労働諸費・目４勤労者福祉施設費についてお伺い

いたします。勤労福祉会館と勤労者総合福祉センター、これ二つの施設なんです

が、これは一体的な指定管理ということで、二つの施設を一つの協定で指定管理す

るという意味でしょうか。お尋ねします。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 只今のご質問でございますが、施設は二

つございますが、目的といいますのが勤労者の福祉の増進と教養文化の向上という

同じ目的を持った施設でございますので、二つの施設を一体管理という形で一人の

事業者さんに管理をしていただくというような協定を結んでおります。以上でござ

います。 

○委員長（髙木法生君） ほかに質疑はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

次に農林費を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、西田農林課

長。 

○建設経済部農林課長（西田良平君） それでは、６款農林費につきましてご説明の
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ほういたします。引き続き報告書５１ページをお願いいたします。 

３目農業振興費からご説明のほういたします。１節美祢市地方卸売市場事務所部

分８９平米の改修工事に４３６万８，０００円を支出しております。これは、当市

場の老朽化に伴う改修工事でございます。 

 次に、二つ飛びまして、４やまぐち集落営農生産拡大事業についてですが、これ

は報告書の５１ページから５２ページ上段のほうに記載しております。これにつき

まして、県の補助事業でございまして、集落営農法人を対象とし、生産拡大を図る

ための機械導入に対しまして、補助金を交付するもので、５２ページの表のとお

り、各種機械を合わせまして総事業費、合計は書いておりませんでしたが、総事業

費が６，９４９万３７４円のうち県市合わせました補助金といたしまして、延べ１

４法人に対しまして、３，４２０万６，０００円を支出しております。 

続きまして、５の中山間地域等直接支払制度について、１１７協定に対しまし

て、表の１段目に示しておりますとおり１億５，３２８万２，３２４円を交付して

おります。交付面積は１，２８２ヘクタールでした。また、本事業の推進費と合わ

せまして１億５，４５６万９０４円を支出しております。本事業は、平成１２年度

より開始されまして、平成２３年度は、第三期対策の２年目となっております。 

一つ飛びまして、７戸別所得補償推進事業につきましてご説明のほういたしま

す。これは、国の農業施策の柱といたしまして、平成２２年度モデル事業が施行さ

れまして、平成２３年度から本格的に交付金事業が実施されました。この内容につ

いてですが、一番下の①農業者戸別所得補償交付金の実績といたしまして、報告書

５２ページの最下段から５３ページに示しておりますとおり、米の固定部分、ある

いは水田利活用など表に示しておりますとおり、各項目毎に交付金が交付されま

す。交付金につきましては、市の予算を通さず国から直接農業者の皆様へ交付され

ておりますが、農業施策の柱であることから、この主要事業といたしまして報告書

のほうに掲載をしております。実績としましては、５億１，０５７万８，０００円

が国から直接延べ人数２，８８４人の農業者の皆様へ交付されたところでありま

す。 

次に８集落営農加速化推進事業につきまして、１６万円を支出しております。こ

れは、集落営農法人の設立に伴う諸費用の一部を支援するもので、平成２３年度に

秋芳町の平野、中辺が法人となられまして、平成２４年度ですが、西厚保町の梅香

が法人となられました。現時点で本市の法人数は、１６法人というふうになってお
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ります。 

続きまして、４目農地費につきましてご説明いたします。１土地改良補助金とし

て、国・県の補助対象とはならない比較的小規模な水路改修など地元受益者が行う

工事に対しまして補助金を交付する事業です。旧美祢市１２件、美東町４件、秋芳

町２件、合計１８件、３９８万８，０００円を支出しております。 

報告書の５４ページをお願いいたします。３土地改良事業償還助成金１億４，２

９１万９，０００円を支出しております。ため池改修やほ場整備事業など農村整備

事業の借入金の償還に係る助成金で、美東､それから秋芳土地改良区への償還金額

は報告書に示すとおりでございます。 

次に４農業集落排水事業特別会計操出金につきましては、１億８，８１０万円を

操り出しております 

 二つ飛びまして、７農地・水環境保全管理支払交付金事業負担金として、２０地

区に２，３７１万５，０００円を支出しております。対象面積は農地１，４５０ヘ

クタール、畑４６ヘクタール、合計１,４９６ヘクタール、２０組織に対しまして

支出をしております。この事業は、農業主体地域の住民自ら行う集落の維持保全活

動に対しまして、交付される事業でございます。 

 続きまして、８県営中山間地域総合農地防災事業負担金として、市と地元合わせ

まして、５４４万円を支出しております。これにつきましては、県が事業主体とな

りまして、伊佐町堀越地区のため池改修工事に着手したところであります。市の負

担額は事業費３，４００万円に対しまして、１４％相当額の４７６万円となってお

ります。 

 続きまして、９県営農業用河川工作物応急対策事業負担金といたしまして、市と

地元合わせまして、５７６万円を支出しております。これも県が事業主体となりま

して、於福町厚狭川に設置されている可動堰の改修を行いました。平成２４年度工

事のほうは完了いたします。市の負担額は、事業費７，２００万円の５％相当額３

６０万円となっております。 

次に５目畜産業費の１優良牛生産振興奨励金として、優良子牛の生産のための冷

凍精液補助事業で３９３頭、７９万８，３８０円、雌牛導入保留奨励事業としまし

て、１４頭に対して、７７万円、合計１５６万９，０００円を支出しております。 

続きまして、２項林業費についてご説明をいたします。報告書の５５ページをお

願いいたします。１目林業総務費の１秋吉台山焼き事業につきまして、防火帯の草
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刈り及び当日の火入れに伴う報償費、損害保険料等６６０万１，０００円を支出し

ております。各集落の皆様６８４人の皆様にお手伝いをいただいたところでありま

す。 

 次に２目林業振興費の２有害鳥獣捕獲奨励事業補助金として、６７４万７，００

０円を支出しております。これにつきましては、イノシシ、シカ、サルなど有害鳥

獣駆除に対する補助金で、各頭数につきましては、表のとおりでございます。 

続きまして、３狩猟免許取得支援補助金につきまして、表のとおり７万５，００

０円を補助いたしております。これにつきましては、平成２３年度より新たに創設

しました事業で、わな・銃合わせまして２７名の方が新たに免許を取られ、この受

験料に対しまして補助金のほうを支出しております。 

  次に４森林整備地域活動支援交付金といたしまして、３７４万円を交付しており

ます。本事業につきましては、民有林の保全のための各種作業につきまして、三つ

の表に示しておりますとおりの作業について交付金が支給されております。 

報告書５６ページをお願いいたします。６美しい山づくり事業につきまして、報

告書の表の１段目から３段目に示すものは、竹の繁茂対策と同時に竹材・竹の子の

安定供給を確立するための事業でございます。４段目につきましては、森林所有者

が造林や森林整備のための下刈り、枝打ち、間伐、あるいは新植に対しまして、補

助をする事業で、表の右端の欄、補助金とありますが、この補助金の合計１，７７

６万円を支出しております。 

次に７鳥獣被害緊急総合対策事業補助金といたしまして、７２２万９，０００円

を支出しております。これにつきましては、鳥獣防止柵の材料費を補助するもの

で、秋芳町青景地区に４，６９２ｍの防止柵を設置しております。 

一つ飛びまして、次に３目森林整備費につきまして、流域広域保全林の整備の

ため報告書に示しております１市有林保育施業業務委託料につきまして、２，０

８３万１，０００円を支出しております。これにつきましては、国の補助事業

で、美東町、豊田前町、西厚保町の市有林の保全管理のための下刈り、枝打ち、

間伐、作業道の開設など７件につきまして、カルスト森林組合に委託し実施をし

ております。 

   次に２森林総合研究所分収造林事業業務委託料として、２，５８３万７，００

０円を支出しております。これは、市有林におきまして、森林総合研究所と美祢

市の分収造林契約に基づきまして、植え付け、保育管理を行う事業で、１４件に
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ついて実施をいたしました。なお、費用につきましては、全額研究所の負担であ

ります。 

続きまして、４目林道費・１林道管理事業として、１９３万５，０００円を支

出しております。これは、林道の路面補修、あるいは倒木撤去など９件を実施を

しております。 

最後に５目治山事業費の小規模治山工事で、３，０８３万５，０００円を支出

しております。これは、主に平成２２年７月１５日の豪雨によりまして、民有林

地の崩壊を復旧したもので、１０箇所につきまして実施をいたしました。 

続きまして、不用額等生じたものにつきましてご説明のほうさせていただきま

す。決算書のほうお願いします。８５ページをお開き下さい。 

３目農業振興費・負担金、補助及び交付金につきまして、４２４万７，０００

円の不用額となっております。これにつきましては、山口集落営農生産拡大事業

におきまして、県の追加要望に対し、農業生産法人から機械購入の申請がありま

したが、このときの県内の市町からの要望が多数でありまして、県予算を大きく

上回ったため、採択されなかったことから、これに伴う市の補助金が不用となっ

たことが主な要因となっております。 

   続きまして、４目農地費の１３委託料で、１７４万２，０００円の不用額が生

じております。これにつきましては、伊佐町杉谷地区におきまして、基盤整備の

事業を行うこととしておりますが、事前の測量におきまして、基準点測量という

ものを行うわけですが、現地踏査の結果、測量点を減らすことができましたの

で、それに伴って委託料が不用となったものです。 

次に、負担金、補助及び交付金３５２万９，０００円の不用額につきまして

は、中山間地域総合整備事業の計画書の策定を県事業として行い、これに伴う費

用を市が一部負担するわけですが、この事業の中のため池改修工事、これも計画

しておりますが、それの事前の調査、ボーリング調査を行うんですが、国の指示

によりまして、これは随時行うようにという指示があったため、これのボーリン

グ調査に伴う費用が減額となったことが主な要因でございます。 

次に最後に、１３操出金につきまして、４５９万７，０００円の不用額となって

おります。これは、農業集落排水事業特別会計への操出金です。不用額につきま

しては、突発的な補修を想定した予算を組んでいましたが、その見込額に補修費

が達しなかったことが主な要因となっております。農林費についての説明は以上
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でございます。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

次に商工費を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、河村商工労

働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） それでは、続きまして、商工費の説明を

させて頂きます。 

５６ページの下段、７款商工費・１項商工費・１目商工総務費でございます。ま

ず産業振興推進審議会関係経費といたしまして、２０万６，０００円、矯正施設活

性化推進経費といたしまして、６３３万５，０００円、竹材資源活用事業運営補助

金といたしまして、１，７００万円を支出しております。 

続きまして、５７ページの上段から、２目商工振興費でございます。３番市商工

会運営事業補助金９７０万円、商品券発行事業補助金６３０万円、美祢あきない活

性化応援事業補助金１９７万５，０００円、こちらにつきましては、改修費補助金

について２件、家賃補助金につきまして３件の該当がありまして、これらに対する

補助金でございます。 

続きまして、６商工貯蓄共済融資制度保証料補給補助金２５３万５，０００円を

支出しております。 

続きまして、市内の商工業者の資金調達を円滑に進めるためのものでございます

が、商工組合中央金庫に対する預託金５００万円、制度融資の預託金２，４５４万

６，０００円を支出しております。これらの預託金につきましては、３月末日をも

って、一旦また金融機関から戻入があるというような仕組みになっております。 

続きまして、竹材資源利用促進業務委託料１，０２９万円、地域ブランド商品開

発等業務委託料７４２万６，０００円を支出しております。 

３目流通対策費でございます。消費者問題対策経費といたしまして、１３６万

６，０００円を支出しております。 

○委員長（髙木法生君） はい、綿谷観光振興課長。 

○総合観光部観光振興課長（綿谷敦朗君） 続きまして、４目観光費についてご説明

いたします。ポスター・パンフレット作成経費１７０万２，０００円、市観光情報
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発信推進事業委託料４８０万円、市イメージアップ促進事業委託料５００万円、こ

ちらにつきましては、英漢字書家國重友美さんを起用し、ポスター・パンフレット

のデザイン、またマスメディアを通じてのＰＲを行ったものでございます。 

次に、市魅力再発見事業委託料２５０万円を支出しております。 

続きまして、市観光地景観整備事業委託料９３３万円、市観光協会補助金６００

万円、秋吉台観光まつり補助金８５９万円を支出しております。 

○委員長（髙木法生君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） 続きまして、観光事業特別会計操出金で

ございます。３８８万２，０００円、この内容につきましては、秋吉台リフレッシ

ュパークのトロン温泉に係ります福祉事業分でございます。内容といたしまして

は、一般と市民の入浴料金の差額の補てん、それとトロン温泉の送迎バスの運行経

費でございます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 続きまして、５８ページをお開き下さ

い。５目道の駅管理経費でございます。道の駅管理委託料といたしまして、５０万

２，０００円、同じく道の駅おふくについてですが、修繕料並びに施設整備工事と

いたしまして、１３５万８，０００円を支出しております。 

続きまして、道の駅みとう、こちらのほうの修繕料といたしまして、２８万６，

０００円を支出しております。 

６目産業技術センター費、こちらにつきましては、産業技術センターの管理委託

料として、１０２万８，０００円を支出しております。利用状況につきましては、

利用件数１０５件ということになっております。 

７目企業誘致対策費でございます。山口県企業誘致推進連絡協議会等の負担金と

いたしまして、１７３万円を支出しております。 

続きまして、８目十文字工業団地給水施設費でございます。水質検査委託料とい

たしまして、４０万８，０００円、並びに修繕料といたしまして、１４万７，００

０円を支出しております。 

続きまして、不用額が生じたものにつきましてご説明いたします。決算書のほう

のご準備をお願いします。８８ページから９１ページに渡るものでございます。 

８８ページ、最下段のところの２目商工振興費でございます。次ページをお開き

ください。こちらの１９節負担金、補助及び交付金でございます。３９０万７，４
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８２円の不用額が生じております。併せてまして、次の２１節貸付金でございま

す。こちらにつきまして、１，０９３万８，０００円の不用額が生じております。

関連がありますので、一括で説明させていただきますが、こちらについては、市の

制度融資に係るものでありまして、毎年年度の当初に一定の利用を見込んで預託を

行っております。その後利用者が増えれば、再度追加預託を行うということになっ

ておりますけれども、２３年度につきましては、利用者が少なく７件の利用に留ま

っているということもありましたため、保証料の補給額、すなわち、補助金の支出

がなかったことと預託が少なかったという結果になっております。以上で商工費の

説明を終わります。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） ５７ページの観光費の２のアンテナショップのことについて

お尋ねいたします。このアンテナショップ設置については、非常に展望のある、ま

た観光ＰＲにとって重要な施設であると、また丸ごとですから地域の特産品の販

売、また観光案内等の業務をここでやるとこういったことを設立にして、説明があ

ったことを覚えてるわけですが、その運営の効果どのくらいの利用客があるか、そ

して特産品としてのそういう販売という、ここは４８０万円の経費がかかったと言

われるけれども、収益としてのものはあるのかないのか、その辺のところも含めて

ご説明願いたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） はい、綿谷観光振興課長。 

○総合観光部観工振興課長（綿谷敦朗君） 只今のご質問にお答えいたします。アン

テナショップの目的は河本委員のおっしゃったとおりでございます。利用者数につ

きましては、平成２３年度１万９，３５５名の方が入館をされております。アンテ

ナショップのほうに入られているわけでございます。 

物品の販売につきましては、金額が８１万２，８７５円となっております。以上

でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） 場所がいいから、多分観光客の方はバスセンターのところに

最後に帰って来られるとか、そういったところであの施設に入ってみられるけど、

現実に入ってみても、２階はほとんど利用されてないんじゃないんですか。多いに

いい場所で地料も払って施設を造ったわけですから、その活用方法というか、魅力
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ある中身そういったものについて、少し物足らん、そういう声も聞いてるんです。

その辺はいかがですか。２階を使っておられますか。 

○委員長（髙木法生君） はい、綿谷観光振興課長。 

○総合観光部観工振興課長（綿谷敦朗君） 今、現在、２階部分は扱っておりませ

ん。こちらのほうの活用法につきましても、内部で協議はいろいろいたしておると

ころでございますが、休憩施設なり無料でお茶なりを置こうかという話で検討はし

ておるところですが、まだ実現には至っておりません。またあそこは階段でしか上

に上がれませんので、ちょっと活用するのにはもうひと工夫いるのかなというふう

に思っております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） いいアイデアでそしてこの観光地をＰＲする場、そして特産

品の販売の促進にとっても、大変良い施設であると、こういうことで期待はしてお

りましたけれども、まだそういう農家の方、特産品について六次産業化の面からも

参加してみようと、そういう人々への働きかけがなされてるかどうかというと、そ

ういう声があまり聞こえてこない。だから有効な施設の活用、当初の出発の意図が

十分反映できるような管理運営を今後改善する意向があるかないか、２階について

も今は利用していないと。というのは折角入ったけれども、丸ごと美祢を売り出す

ようなものがそこに展示してない。そういったところに魅力が少し欠けてるのでは

なかろうかと、そういったことを声がしておりますので、今後の運営について一つ

お聞かせ下さい。 

○委員長（髙木法生君） はい、綿谷観光振興課長。 

○総合観光部観工振興課長（綿谷敦朗君） アンテナショップＭＩＮＥまるごと館の

運営につきましては、抜本的と言いますか、今、現在、積み重ねたものを分析しな

がら、もっと観光客の方に使い勝手のいいような施設運営なり商品も展示したいと

いうことで、観光協会といろいろと今、協議してる最中でございます。以上でござ

います。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） ３点質問させて頂きます。１目商工総務費の２矯正施設活性

化推進経費というのはどのような事業が行われているのか、説明していただきたい

と思います。 

それから２目商工振興費、１１番竹材資源利用促進業務委託料、この委託先はど
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こでどのようなことをしているのか。 

それから１２番の地域ブランド商品開発等業務委託料もどちらへ委託して成果は

どのようなものが出ているかをお尋ねしたいと思います。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） まず１目商工総務費の中の矯正施設活性

化推進経費についてでございます。こちらの事業につきましては、今現在、相談員

を１名配置いたしまして、矯正施設に対する市民の方や商工業者の理解を深めると

いうような形とともに、市内の事業者さんの事業参入、刑務作業の活用促進等を図

るという業務をするとともに、刑務作業を活用いたしまして、地域共生事業という

事業を展開しております。この地域共生事業につきましては、刑務作業と連携して

市内の事業者の方達のＩＴ化の推進を図っていこうという事業でございます。 

  続きまして、２目商工振興費の中の１１竹材資源利用促進業務委託料、こちらの

委託先でございますが、委託先はカルスト森林組合さんでございます。どのような

事業を展開したかということでございますが、竹林所有者等が竹林から産出される

竹の子等の資源を有効に利用できるように促進するため、竹林の整備等を行い、地

域ブランドの開発支援、所得の向上、経済波及効果を狙って事業を展開をしており

ます。 

同じく１２地域ブランド商品開発等業務委託料というこちらの委託業務でござい

ますが、委託先は美祢農林開発株式会社いうことになっておりまして、事業内容は

地域ブランド商品の開発、販路の開拓というような事業展開をしております。こち

らの成果につきましては、竹箸はさることながら昨年度の実績といたしまして、大

豆の水煮、または他業者との連携におきまして、竹の子を使いましたちぎり揚げ等

を開発しておるところでございます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） １点目の矯正施設の活性化推進経費なんですが、これは相談

員を置かれてるというのは、一般の事業所に委託か何かされてるわけですか。ちょ

っと内容がよくわからないんですけど。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 今現在、勤労福祉会館の横に小さな建物

がございまして、そちらのほうに週２回ほど相談員の方に詰めていただきまして、

矯正施設を活用した事業参入等を含めた相談体制を確立しておりまして、いろんな
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事業参入についてのご相談並びに地元雇用の推進等についてのご相談、そういった

ものをお受けしてるという状況でございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） それではこの６３３万５，０００円というのは、その方への

委託料になるわけですか。一人の方への。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 相談員の方に対する報酬につきまして

は、年間７２万円の支出をしております。以上です。 

○委員長（髙木法生君） はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） それでは、この７２万円を差し引いた残りの金額というもの

の内訳はどのようになってるのでしょうか。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） ６３３万５，０００円のうち先程言いま

した相談員の報酬が７２万円、あと事務所の光熱水費等諸々の経費で１５万円、先

程申しました地域共生事業で５４５万６，０００円の支出をしてるところでござい

ます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） 一番最後に言われたことの説明がちょっとよくわからないん

ですけど、具体的にもう一度お願いします。 

○委員長（髙木法生君） 河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 今、言われたご質問、地域共生事業の件

ということでございますかね。地域共生事業につきまして、先程も多少触れさせて

いただいておりますが、刑務作業と連携いたしまして、市内の事業所のＩＴ化の推

進を図るという事業を展開しております。それに対する委託料というのが５４５万

円ということでございます。 

○委員長（髙木法生君） その内容はまだ、詳細の内容はわからないんですか。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 細かいものでございますか。事業の細か

いところにつきましては、刑務作業と連携いたしまして、市内事業者さんに刑務作

業を運営していただきながら、市内事業所のＩＴ化を進めるためデータプログラム

の関係、またホームページの関係、小さな商店につきましては、ポップ等を刑務作

業で作って頂いたものを無償配布を市内事業所にしていただいているというような



－77－ 

状況でございます。以上です。 

○委員長（髙木法生君） よろしいですか。（発言する者あり）ほかに質疑はござい

ませんか。はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 今の同じ質問です。刑務作業云々とおっしゃるけれど、この

仕事五百何万ですか、どっかに委託してるんじゃないんでしょうか。違うんです

か。市内の業者さんにどうのこうのって、あなたはおっしゃるけど、あなたの説明

の内容が全くわからないんです。どういう仕事をどこにどのようにしてもらってる

のかと、その報酬がこうだと。何かそういう説明じゃないから、あなたの説明全く

わからないんですよ。今の質問お答えになってない。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 大変失礼いたしました。市内の事業所さ

んＮＰＯ萌さんに事業を委託いたしまして、（発言する者あり）特定非営利活動法

人萌（発言する者あり）のほうに事業委託いたしまして、ＮＰＯさんのほうが刑務

作業と連携した事業展開をされてると。そちらの刑務作業の中で、先程言いました

データプログラムやホームページのデザインというかシステム、また市内小売店等

については店舗上に並ぶポップ、またポスター、ロゴそういったものを刑務作業の

ほうで作成していただいて、萌を通じて市内の各事業所のほうに無償で配布して頂

いただいておるという状況でございます。 

○委員長（髙木法生君） はい、坪井委員。 

○委員（坪井康男君） 聞けば聞くほど分からなくなっちゃいました。ＮＰＯ法人萌

さんにこういう仕事をして下さいねってお願いして、その対価として五百何万です

か、払っておられるんでしょ。その中身ですよ。何か無償で刑務作業のアウトプッ

トをですよ無償で配布して貰うとか何とか、何か意味が不明なんですがね。もうち

ょっときちんと説明して貰えませんか。 

○委員長（髙木法生君） 暫時休憩いたします。 

午後３時４４分休憩 

 

    午後４時０３分再開 

○委員長（髙木法生君） 休憩前に続き委員会を開きます。はい、河村商工労働課

長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 先程のご質問にお答えいたします。こち
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らの地域共生事業についてでございますが、まず商工業の振興というのが大きな目

的にございまして、矯正施設美祢社会復帰促進センターでの刑務作業を連携させた

商工業の振興が図れないかということで、事業を実施しております。 

効果といたしまして、狙って事業をしたのが、事業所のＩＴ化の推進並びにＩＴ

能力の向上、経費削減、事務の効率化、また美祢ナビ等ホームページでの事業所の

紹介、事業所情報の発信の協力等々いろんな効果を狙った上での事業展開でござい

まして、実績といたしまして、市内の事業所のほうに延べ９３８件、訪問していた

だいております。 

いろんな提案をさせていただいたのが、延べ５０４件、結果といたしまして、ホ

ームページの作成が１件、ポップの作成が５件、データプログラム等の作成が２

件、キャラクターの作成が２件、ロゴの作成が３件、ポスターの作成が１件、チラ

シの作成が１件、あと紙芝居とかそういったもの、各種いろんなものを事業所にご

提案、配布させて頂いて頂いてるというところでございます。 

事業所の選定につきましては、監理課が持っておりました入札参加資格者名簿に

よりまして、事業所を選定し、ご案内いたした結果、先程申しました特定非営利活

動法人萌さんのほうが事業を受託されたという結果でございます。以上でございま

す。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） 今の件に関してですが、ポップなど作成した場合、無償で供

与するようなことおっしゃってましたが、著作権の問題や何かはきちんとされてる

んでしょうか。 

○委員長（髙木法生君） はい、河村商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（河村充展君） 只今のご質問でございますが、作られて

るポップ等のデザイン等は刑務作業ですので、センター生が独自のアイデアをもち

まして、作っております。センター生の作ったものなんですが、国のほうに確認取

った上で実施しておりまして、著作権等は問題ないということで確認を取っており

ます。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 次に土木費を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、前野建設課
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長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） それでは報告書の５８ページをお願いしま

す。 

８款土木費について説明いたします。１目土木総務費、この主な事業といたしま

して、土砂災害ハザードマップの作成に６２万１，０００円支出をして、関係市民

に配布しております。それと、旧秋芳町分の道路台帳の整備見直しを行いまして、

これの業務委託として、９５２万６，０００円支出いたしております。それと昨年

５月２８日に行われました地域高規格道路小郡萩道路の秋吉台ＩＣから絵堂ＩＣま

での開通式に伴いまして、この経費いたしまして、４１万５，０００円と、それと

記念品配っております。その費用といたしまして、１３万３，０００円を支出いた

しております。 

  続きまして、２目地籍調査費、この主な事業は、美祢地域の東厚保町山中地区

の２.１４平方キロの一筆調査と美東地域の大田桂坂と長田町絵地区の２.８８平

方キロの一筆調査を行っております。ちなみに地籍調査の進捗の状況につきまし

ては、下の表のあるとおりでございます。 

 続きまして、５９ページでございます。２目道路維持費でございます。主な事業

といたしまして、市道の美化活動報償金が申請件数９５件で２５９万４，０００円

を支出いたしております。道路整備工事として、市道河原町線側溝整備工事外３５

件で３，７１１万円を支出いたしております。それと繰越工事で、市道大村線道台

整備工事で１５５万４，０００円を支出しております。それと道路維持業務５６件

で２，７６２万７，０００円を支出いたしております。なお、下の表に市道の状況

等を付しております。 

 続きまして、道路新設改良費でございますが、翌年度への繰り越しは、市道秋吉

小学校線によるものと市道６路線の改等工事及び補償等で、７，５６０万円を繰越

額としております。ここで不用額の関係でございますが、９５５万４，０００円、

これにつきましては入札減によるものでございます。 

主な工事といたしましては、市道秋吉小学校線道路改良工事８３０万円、同じく

市道秋吉小学校線の２工区改良工事で４３０万円を支出しております。また繰越工

事で、市道秋吉小学校線第２工区改良工事とこれに伴います立木補償等に合わせ

て、４，１８８万４，０００円を支出いたしております。それと市道大村線舗装工

事外１２件で６，５４８万６，０００円を支出いたしております。また繰越工事
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で、市道日帰原線道路改良工事外３件で２，４１６万４，０００円と同じく繰り越

しで、市道秋吉小学校線改良工事に伴います土地購入費で８７万２，０００円を支

出いたしております。それと併せまして、県事業の関係でございますが、県への負

担金につきましては、そこの表にありますとおり、総額で１，７４５万３，０００

円を支出いたしております。 

 続きまして、３目橋梁維持費でございますが、翌年度への繰越は梅香橋橋梁補修

工事等で２００万円を繰越額としております。事業内容は、市内全橋５４０橋のう

ち橋長１５ｍ以上の１７橋につきまして、橋梁点検委託を行い１９４万８，０００

円を支出いたしております。 

 続きまして、６０ページでございます。１目都市計画総務費でございます。都市

計画区域の整備、開発方針や都市計画道路の変更に伴いまして、都市計画審議会を

開催いたしまして、その委員報酬として、３万５，０００円を支出いたしておりま

す。 

 続きまして、街路事業費でございますが、翌年度への繰り越しは、渋倉伊佐線に

係ります歩道整備工事や土地購入費等で２，５７６万１，０００円を繰越額として

おります。駅前広場の清掃と市道国行下村線外２路線の街路樹の整姿作業に８万

７，０００円、都市計画道路の渋倉伊佐線改良工事に伴います土地鑑定と用地測量

に１，２３１万円を支出しております。それと繰り越しで渋倉伊佐線の道路設計と

地質調査を行い、２，７３１万円を支出いたしております。 

  続きまして、３目都市公園管理費でございますが、都市計画係で管理しておりま

す。公園につきましては、下の表のとおりでございます。この公園に係ります維持

管理経費として支出をいたしております。 

  続きまして、４目都市計画排水路整備費でございます。翌年度への繰越は、下村

地区都市排水路整備工事で、２５９万９，０００円を繰越額としております。ここ

にあります不用額９１万４，０００円の主なものは、吉則地区都市排水路工事にあ

り、ＪＲから購入いたしました土地の購入単価、面積が減少したことによる不用額

でございます。主なものといたしまして、ＪＲ軌道下の雨水横断管の工事委託６５

９万５，０００円、吉則第１踏切周辺都市排水路整備工事等で、２，１９０万３，

０００円、それと繰越工事で吉則第１踏切と下村地区都市排水路工事として、合計

４３３万９，０００円を支出をいたしております。 

 続きまして、都市計画排水路管理費で大嶺町山下地区ポンプ場施設の維持管理経
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費で、３６万３，０００円を支出いたしております。 

  続きまして、６１ページでございます。河川総務費でございます。翌年度への繰

り越しは、河川の浚渫や岩山展望台の照明工事で、８８７万９，０００円を繰越額

としております。主な工事といたしましては、奥原川護岸整備工事外３件で４１１

万４，０００円、河川公園の維持管理経費として、５５９万７，０００円、それと

同じく繰越工事で植松川、持田川等の護岸整備工事で、合計で４７２万円を支出い

たしております。 

 続きまして、住宅管理費でございます。主なものは、修繕料、施設の保守点検

料、住宅用地の借地料であります。特に例年と変わったものはございません。不用

額の１８８万６，０００円の主なものは、住宅管理業務として、草刈業務やエレベ

ーターの点検等業務を委託しておりますが、これに不用額が生じたものでありま

す。市営住宅の状況につきましては、下の表のとおりで全戸で８２２戸ございま

す。 

 続きまして、２目住宅建設費でございます。翌年度への繰り越しは、下領北団地

の建替工事、木材搬出費、住宅基本計画策定業務委託料で、１億５，０３６万５，

０００円を繰越額としております。不用額の１２７万３，０００円の主なものは、

高齢者向け家賃減額補助金対象者が減ったことによります不用額でございます。主

なもといたしましては、下領北団地木造住宅１期工事の前払金と実施設計業務の費

用で、８，２９４万４，０００円を支出いたしております。支出につきましては以

上でございます。 

続きまして、歳入のほうの説明をさせていただきます。歳入につきましては、こ

ちらの美祢市各会計歳入歳出決算及び基金運用状況審査意見書の４３ページをお開

き下さい。 

一番上に住宅使用料の収納状況がございます。左から、調定額、収入額、不納欠

損額、収納未済額、収納率を記載しております。 

まず、調定額についてですが、平成２２年度に比べまして、減少しております。

この主な理由は、昨年、震災の関係で、震災以降、被災者受け入れるために、特公

賃住宅を空けておりました。このことによって減少が生じたというところが大きい

ところであります。結果的には、被災者の方の入居はございませんでした。 

それと不納欠損といたしまして、１２４万８，０００円を実施しております。こ

の該当件数は５件分ですが、この理由は、転居先等の所在が不明で請求ができなか
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ったということによって、時効が成立したということで、１２４万８，０００円を

上げております。 

次に収納未済額につきましては、現年・過年合わせて、２，１８３万２，０００

円と依然として多額ではございます。それと収納率につきましても、前年に比べま

したら１．３ポイント下がっておるところでございます。 

滞納者数の状況を見ますと、平成２２年度に比べると１１人ほど人数的には増え

ております。こうした滞納整理につきまして、市営住宅家賃滞納整理事務処理要綱

に基づき、個別訪問や納付誓約書などを交わすなど対策を講じているとこですが、

今後、公平な住宅使用料徴収のために、更に個別訪問、あるいはそういった分納等

も含めて考えて取り組んで行きたいというふうに考えておます。以上で土木費の説

明を終わります。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

次に災害復旧費を議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、西田農

林課長。 

○建設経済部農林課長（西田良平君） それでは災害復旧費につきましてご説明いた

します。報告書の７２ページをお願いいたします。 

１１款災害復旧費・１項農林施設災害復旧費・１目単独災害復旧費からご説明を

いたします。１現年発生災害復旧費につきまして、５６８万５，０００円を支出し

ております。 

続きまして、２現年発生災害復旧費につきましては、平成２２年度に発生した災

害の繰越明許費でございます。少額災害につきまして農地及び施設災害３１６件に

つきまして、１億７９９万３，０００円の補助金を交付しております。 

続きまして、２目補助災害復旧費につきましてご説明いたします。１現年発生災

害復旧費につきまして、農地・施設災害１５件と工事に伴う需用費や測量設計など

合わせてまして、２，８７４万８，０００円を支出しております。 

続きまして、２現年発生災害復旧費ですが、平成２２年度発生災害で、平成２３

年度へ繰り越したものです。合計件数１９０件と工事に伴う需用費合わせまして４

億３，６９９万８，０００円を支出しております。 
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３過年発生災害復旧費ですが、２億６，５６２万５，０００円を支出しておりま

す。これにつきましては、平成２２年度に発生した災害について、繰り越しではな

く、平成２３年度に予算を計上し発注したものです。 

続きまして、４過年発生災害復旧費ですが、１件、２７２万２，０００円の支出

しております。これにつきましては、平成２１年度に発生した災害を平成２２年度

で予算化し、２３年度へ繰り越したものということになります。 

続きまして、不用額が生じたものにつきまして、ご説明のほうさせていただきま

す。決算書の１３０、１３１ページをお願いいたします。 

１目単独災害復旧費の負担金、補助及び交付金につきまして、２０５万１，００

０円の不用額が生じております。これにつきましては、平成２２年度発生の小規模

な災害３１６件の精算による不用額でございます。 

  続きまして、１３２、１３３ページをお願いいたします。 

２目補助災害復旧費の工事請負費につきまして、２，０８７万１，０００円の不

用額が生じております。これにつきましては、概算設計と詳細設計との差、それか

ら入札減によるものでございます。以上で農林施設災害復旧費につきましては終わ

ります。 

○委員長（髙木法生君） はい、前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） それでは同じページでございます。続きまし

て、２項土木施設災害復旧費・１目単独災害復旧費について説明をいたします。翌

年度への繰り越しは、単独災害１６件や災害関連の廃材処理業務等で８，０２０万

円を繰越額としております。ここで不用額の１９８万３，０００円は、入札減によ

るものでございます。主な事業といたしましては、測量・設計業務４件で、３４８

万６，０００円、長尾川河川単独災害復旧工事外６１件で、５，１８０万５，００

０円を支出いたしております。そして繰越工事といたしまして３９件で、４，５９

３万３，０００円を支出いたしております。 

 続きまして、７３ページでございます。２目補助災害復旧費でございます。翌年

度への繰り越しは、公共災害工事４２件や補償費で、１億９，７００万円を繰越額

としております。不用額の１億７１１万円の主なものにつきましては、災害査定時

によります事業量のカット、それと工法の変更、それと併せて入札減によるもので

ございます。主なものは、現年発生災害復旧費の測量・設計業務３件と復旧工事２

８件、電柱等支障物件の移転補償等で、８，８１５万１，０００円を支出いたして
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おります。また繰越工事８４件で、６億８，３１９万６，０００円を支出しており

ます。過年発生災害復旧工事６７件と移転補償１５件で、１億７，１６８万２，０

００円を支出しております。また繰越工事１０件で、３，７２０万５，０００円を

支出いたしております。以上でございます。 

○委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

以上で議案第１０号平成２３年度美祢市一般会計決算の認定についての説明、質

疑までを終了いたしました。 

なお、討論・採決につきましては、総括審議終了後に行いますのでよろしくお願

いをいたします。 

それでは、その他委員の皆様から何かございましたらご発言をお願いいたしま

す。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（髙木法生君） ないようでしたら、これにて本日の審査を終了いたしま

す。なお、１０月１日、午前９時３０分より特別会計決算につきまして審査をいた

しますのでよろしくお願いいたします。 

本日はこれにて散会いたします。ご審査・ご協力誠にありがとうございました。

お疲れ様でございました。 

    午後４時２７分散会 
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   上会議の顛末を記載し、相違ないことを証するためここに署名する。 
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